8 已 



八ードウエア編 


本装置の八ードウエアについて説おします。 


各部の名称と機能 （86 ぺージ） 

本体の各部のを称と機能についてパーツ単位に説 B 月していまず。 

設置と接続 （97 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続について説0月しています。 

基本的な操作 （102 ページ） 

電源の ON や OFF のち法、およびフ□、ソピーディスクや CD - ROM のセット方法などに 
ついて説 B 月しています。 

オプションの取り付け （113 ぺージ） 

本装置にオプションを取り付けるときにご覧ください。 

ケーブル接続 （159 ぺージ） 

本体の内部/外部へのケーブル接続例を示します。背面にあるケーブルの接続につい 
ては「設置と接続」をご覧ください。 

BIOS のセットアップ （1 色8ぺージ） 

専用のユーティリティを使った B の S の設定方法じついて説明しています。 


U セットとクリア （201 ベージ） 

リセ、ソトする方法と内部メモリ （ CMOS メモリ）のクリア方法について説明します。 


割り&みラインと I / O ポートアドレスに04ぺージ） 

本体内部のアドレスや割り込みの設定について説巧していまず。 


0NL-3115bN-120Lh-000-02-0409 
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各部の名祿と機能 


本装置の各部のを称を次に示します。 



( 1 ) 


( 2 ) 

(3) 

(4) 


( 2 ) 


( 1 ) 



ROM ドライブ、フ□、ソピーディスクドライブを 
取り扱うときや 3.5 インチデバイスベイに八ード 
ディスクドライブを取り付ける（または取り外 
す）ときに開ける。添付のセキュリティキーで 
□ックずることができる（一102ぺージ)。 

キース □ット 

フ□ントドアを□ック/解餘するセキュリティ 
キーの差し □(-102 ぺージ)。 

スタビライザ（左ちに各2個） 

商倒防止巧のストッパ。 

LAN アクセスランプ（緑色） 

LAN じ接編されているときに点灯し、 LAIN ! にアク 
セスしているときに点滅する（一92ページ)。左 
側が LAN 1巧でち側が LAN 2 用。 


内蔵の八ードディスクドライブにアクセスしてい 
るときに緑色に点なする。巧蔵の八ードディスク 
ドライブのうち、いずれか 1 つでも故障ずるとア 
ンバー色に点灯する（^94ぺージ)。 

(6) POWER / SLEEP ランプ（緑色） 

電源を日 N にすると緑色に点灯する。電源を OFF 
にずると消なする（一93ページ)。またシステム 
がスリープ状態のときに点;廊する。 

(7) STATUS ランプ（緑色/アンパー色） 

正常に動作しているときは漏色に、異常を檢化す 
るとアンバー色に点な-点滅ずる（一92ページ)。 


LAN ポート番号は、 0 S の種類によリアイコン表 
示と 0 S 上の表示が異なる場合があります。 
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装置前面（フ□ントドアを開いたが態) 


下國はオプションの八ードディスクドライブがずベて搭載された状態を示していまず。 



(1) 已 .2 已インチデバイスベイ 

オプションの DAT (デジタルオーディオテープ） 
ドライプや光磁気ディスクドライプなどを取りが 
ける場所（^134ぺージ)。 

(2) CD - ROM ドライプ 

CD - R 日 M のデータの読み化しを巧う（一11日ぺ一 
ジ)。 

に）-1ヘッドフォンジャック 
(2)-2 ボリューム 
(2)-3 アクセスランプ 
に）-4トレー 

に）-日 強制イジェクトホール 
に）-6オープン/ク□ーズボタン 

(3) □に K ランプ（緑色/アンバー色） 

八ードディスクドライブ（オプション）にあるラ 
ンプ。八ードディスクドライフにアクセスしてい 
るときに緑色に点なずる。八ードディスクドライ 
フが故障するとアンバー色に点なし、リビルド中 
は緑色とアンバー色に交互に点滅ずる（ディスク 
アレイ構成時のみ、^94ぺージ)。 

(4) 3.己インチ八ードディスクドライブベイ 

八ードディスクドライブ増設巧ス□ット。約 
25.4 mm (1 インチ）厚の八ードディスクドライ 
ブが取りがけられる（->に0ページ)。 

SCSI ID は下か6順に IDO 〜 ID 5 で固定に設定され 
ている。八ードディスクドライブは別売品でブラ 
ンクス □ッ トにはダミートレーが搭載されている 
( ID 0 のス □、ソ トを除く）。 


(己）3•已インチフ□ッピーディスクドライブ 

3.己インチフ□、ソピーディスクを挿人して 、デー 
夕の書き込み/読み出しを行う装置（^108ぺ一 
ジ)。 

(己)-1イジェクトボタン 
(己）-2ディスク挿入 □ 

(5)-3 フ □、ソ ピーディスクアクセスランプ（ア 
クセス中は緑色に点灯） 

(色）カバーオープンセンヴ 

フ□ントドアの開閉を檢化するセンサ。 

(7) POWER スイッチ 

電源を日 N / OFF するスイッチ。一度押すと 
POWER / SLEEP ランプが点なし、 ON の状態にな 
る。もう一度押すと電源を OFF にする卜103 
ページ)。4秒た人 h 押し続けると強制的にシャット 
ダウンする（^2日1ぺージ)。 

(8) ランプ（前ページ参照） 

(9) RESET スイッチ 

本装置をリセットするスイッチ（^201ぺージ)。 

(10) DUMP スイッチ 

本装置におきたイベント□グを操取する （^292 
ぺージ)。 
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装置背面 



(9) (1)(2) (3) (4) (5) 



(18)-1 (の） （17) 


N 81 00-942/942 A /943/943 A / 1025 
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(1) 電源ユニット 

ネ装置に DC 電源を供給する装置。 

(2) A ンドル 

電源ユニットの取りがけ/取り外しの際に持つ 
とつ手。 

(3) AC インレット 

電源コードを接渝するソケット（^99ぺージ)。 
増設電源 ユニッ トにも AC イン レッ トががいてい 
る。 

(4) POWER ランプ（緑色） 

電源コードを AC インレットじ接渝し、 AC 電源を 
受電すると点滅し、電源を ON (DC ON ) すると 
点灯する（^9日ぺージ） 

(日 ） POWER FAIL ランプ（アンパ‘一色） 

電源ユニットじ何6かの異常が発生した場合に点 
灯する（^9日ぺージ） 

(白）増設電源ユニットスロット 

オプションの電源 ユニッ トを取リイ寸けるス□ット 

(气に6ページ)。 

(7) シリアルポート B コネクタ 

シリアルインクフェースを持つ装置と接続する 
卜99ぺーシ*)。 

なお、専用回線に直接接続することはできませ 
ん。 

(8) PCI ボード増設用ス□ット 

オプションの PCI ボードを取り付けるス □ット 

卜138ページ)。 

(9) マウスコネクタ 

添付のマウスを接締する（^99ぺージ)。 

(10) キーボードコネクタ 

添付のキーボードを接続する（^99ぺージ)。 


(11) US 己1〜2コネクタ 

US 巨インタフェースに対応している磯器と接締す 
る（^99ぺージ)。背面か6見て左か6順にコネ 
クタ1、コネクタ2と割り当てられている （^99 

ぺージ） 

(12) シリアルポート A コネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接渝する 
卜99ぺージ)。 

なお、専用回線に直接接続することはできませ 
ん。 

(13) プリンタポートコネクタ 

セント□ニクスインタフェースを持つプリンタと 
接続する（^99ぺージ)。 

(14) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接綿する（^99ぺージ)。 

(15) DUMP ( NMI ) スイッチ 

押すとシステムメモリのダンプを実行する （^99 
ぺージ)。 

(1 目)未使用スイッチ 

(17) UNK/ACT ランプ 

LAN のアクセス状態を示すランプ（^96ぺ一 
ジ)。 

(18) LAN コネクタ 

1 0 OOBase - T /1 〇祀 ase - TX / 1日 Base-T 対応に対 
応した LAN 上のネットワークシステムと接続する 
卜99ぺージ)。 

{18)-1 LAN ポート1 
(18)-2 LAN ポート2 

LAN ポート番号は、日 S の種類によりアイコン表 
示と 0 S 上の表示が異なる場合があります。 

(1 日） スピー ドランプ 

標準装備の LAN ポート1と2の転送速度を示ずラ 
ンプ（一95ぺージ)。 
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(1) (2) (3) (4) 



電源ユニット 
ダクトカバー 

フ□ントフアンユニット（標準装備） 

已•吕已インチデバイスベイ （4 ス□ット） 

最大3台まで増設可能。 

3.已インチフ□ッピーディスクドライブ 
3•已インチ八ードディスクドライブベイ 
八ードディスクドライプ6台を搭載巧能。 
オプションフアン（オプション） 

マザーボード 
リアフアン（標準装備） 


装置内部 


\—/ \—/ \1/ \—/ \—/ \1/ \—/ \—/ 
2 3 4 曰色 789 
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( 6 ) 

(7) 

( 8 ) 

(9) 

(10) ; ち却フアン信号コネクタ 

(11) ; ち却フアンコネクタ 0 =an 2 •オプション 
の冗長フアン使用時） 

(12) IDE コネクタ （ CD - ROM ドライブ巧） 

(13) フ□ッピーディスクドライブコネクタ 

(14) SCSI コネクタ2 
(1 已) SCSI コネクタ1 

(16) リ モー トマネージメント カー ドコネクタ 

(17) フ □ントパネルインタ フエー スコネクタ 

(18) ; ち却フアンコネクタ（本装置では使用しま 
せん） 

(1 日） CMOS クリア用ジャンパスイッチ (202 
ページ参照） 

(20) サイドカバーセンサ 


(18) (17) (16) (15) 


(21) PCI ボードス□ット（目ス□ット、下か5 
PCI #1 一 PCI # 吕一 PCI #3 一 PCI #4 一 
PCI # 已一 PCI # 白） 

PCI #1: 32- bit /33 MHz 

PCI 脂〜#3: 64- bit /100 MHz 
PCIe #4、#5: x 8 
PCI #6: 64- bit /133 MHz 

(22) ; ち却フアンコネクタ (Fan 5) 

(23 い f スワードクリア用ジャン/てスイッチ 
に02ぺージ参照） 

(24) 外部接続コネクタ （88 ぺージ参照） 


* ここでは本装置のアップグレードや保ず^部 
品交換など）の際に使用するコネクタのみあ 
げていまず。その他のコネクタや部品につい 
ては出荷時のままお使いください。 


)) 做 


(7) 


胤 (9) 


(1)(2) (3) (4) 



に 3) 
に 2) 


シリアルポート B コネクタ 
リチウム電池 
電源信号コネクタ 
電源コネクタ 

DIMM ソケット（上か 6 Slot #8、 #7、 

#色、#己、#4、 林3、 #2、 #1) 

2枚1組単位で増設する（この単位を 「 Group 」 と 
呼ぶ)。 

を却フアンコネクタ tan 3 •オプション 
の冗長フアン使用時） 

プ□セッヴ1ソケット 
プ□セッヴ2ソケット 
電源コネクタ 






\1/ \1|/ \1/ \1/ \1/ 
12 3 4已 

/I- /I- /I- /I. /I. 
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ランプ表示 


本装置のランプの表示とその意巧は次のとおりです。 

LAN アクセスランプ 

本装置が LAN に接続されているときに緑色に点灯し、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットのを受信を行っているとき）じ点滅しまず。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 


STATUS ランプ 

本装置が正常に動作している闇は STATUS ランプは緑色に点なします。 STATUS ランプが消 
なしているときや、アンバー色に点灯/点滅しているときは本装置じなん6かの異常が起きた 
ことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意巧、対処ち法を示します。 




• ESMPRO またはオフライン保再ユーティリティをインストールしておく 
と エラー ログを参照することで故障の原因を確認することができます。 

• ぃったん電源を OFF にして再起動するときに、 0S からシャットダウン 
処理ができる場合はシャットダウン処理をして再起動してくださし、。 
シャットダウン処理ができなぃ場合はリセット、強制電源 OFF をするか 
(201 ぺージ参照）、一度電源コードをおき差しして再起動させてくださ 

い。 


5下 ATUS ランプの 
：! 犬 態 

意味 

巧処方ま 

緑を[こ点财 

正常に動作していまず。 

— 

緑色に点滅 

モリか CPU 、電源のいずれかが縮 
退した状態で動作していまず。 

装置背面の AC POWER ランプの状 
態を確認してください。 

巨 IOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデ 
パイスを磕認後、早急に交換するこ 
とをお勧めしまず。 

;><モリ1ビ、ソトエラーが多発してい 
まず。 

消财 

電源が OFF になっている。 

電源を ON じしてください。 

消财- 

POST 中である。 

しばらくお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点财 
しまず。 

CPU でエラーが発生した。 
( Thermal - Trip ) 

いったん電源を OFF じして、電源を 
ON [こし直してください。 POST の画 
面で何6かのエラーメ、ソセージが表 

W された場合は、メッセージを記歸 
して保守サービス会社に速絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常を模化した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

アンバー色に点な* 

温度異常を横化した。 

内部のファンにホコリ节チリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、。また、ファンユニットが磕実じ 
接続されていることを磕認してくだ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス含社に速絡してくださ 
い。 


電圧異常を横化した。 

保守サービス会なに速絡してくださ 


すべての電源ユニットが故障した。 

い。 

アンバー色じ点滅* 

冗長構成の電源でどちらか一方の電 
源ユニットに AC 電源が供給されてい 
ないか、どちらか一方の電源ユニッ 
卜のちな障を横化した。 

電源コードを接続して、電源を供給 
してください。電源ユニットが故障 
している場合は、保守サービス会社 
じ連絡してください。 


ファンアラームを横化した。 

ファンユニットが磕実に接続されて 
いるか確認してください。それでも 
表示がかわらない攝合は、保守サー 
ビス会社速船してください。 


温度警告を横化した。 

内部ファン(こホコリ作チリが付着し 
ていないかどうか痛認してく ださ 
し、また、ファンユニットが磕実じ 
接続されていることを磕認してくた’ 
さい。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス会社に速絡して < ださ 
い。 


電圧警告を横化した。 

保守サービス会社に速絡して < ださ 
い。 


* オプションのリ モー トマネージメント カー ド/アドバンスドリ モー トマネージメント カー ドを装着し 
ている場合にのみ表示しまず。 


POWER/SLEEP ランプ 

本装置の電源が ON の間、ランプが緑色に点好していまず。電源が本装置に供給されていない 
と POWER ランプが消なします。 

省電カ モー ドをサポートしている 0 S で、本装置を省電カ モー ドに切り替えるとランプが緑色 
に点滅します。 POWER スイッチを押すと、届常の状態に戻ります。 

省電カ モー ドは Windows Server 2003 /Windows 2000の場合に機能します。また、 OS に 
よっては一を時聞 W 上、本装置を操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設定し 
たり、 0 S のコマンドによって省電カ モー ドに切り替えたりすることもできます。 
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D 旧 K ACCESS ランプ 

D に K ACCESS ランプは3.己インチ八ードディスクドライブベイに取り付け6れている八ード 
ディスクドライブの状態を示します。 


八ードディスクドライプにアクセスずるたびにランプは緑をじ点なしまず。 

DISK ACCESS ランプがアンバー色に点灯している場合は、八ードディスクドライブに障害が 
起きたことを示します。故障した八ードディスクドライブの状態はそれぞれの八ードディスク 
ドライブにあるランプでお認できまず。 

DISK ACCESS ランプが緑色とアンバー色に交互に点滅している場合またはアンバー色に点 
滅している場合は、内蔵のディスクアレイコント□-ラに接続されている八ードディスクドラ 
イブのリビルド（巧構築）が行われていることを示します。 


アクセスランプ 

フ□、ソピーディスクドライブと CD - ROM ドライブのアクセスランプは、それぞれにセットさ 
れているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点灯します。 


J \- ドディスクドライブのランプ 

3.5 インチ八ードディスクドライブベイに搭 
載している D に K ランプは表示状態によって 
意巧が異なります。 

• 緑色に点打 

八ードディスクドライブに電源が供給 
されていることを示しまず。 

• 緑色に点滅 

八ードディスクドライブにアクセスし 
ていることを示します。 

• アンバー色に点な 

ディスクアレイを構成しているときに 
取り付けている八ードディスクドライ 
ブが故障していることを示します。 




ディスクアレイ （ RAID 1、 RAIDS ) を構成している場合は、1台のハードディ 
スクドライブが故障しても運用を続けることができますが早急に/、ードディ 
スクドライブを交換して、再構築（リビルド）を行うことをお勧めします（ディ 
スクの交換はホットスワップで斤えます）。 
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• 緑色とアンパ'-色に交互に点滅 

八ードディスクドライブの再構築（リビルド）中であることを示します（巧障ではあり 
ません）。ディスクアレイ構成で、巧障した八ードディスクドライブを交換すると自動的 
にデータのリビルドを行いますけートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色とア 
ンバー色に交互に点灯します。 

リビルドを終了するとランプは消灯します。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点财します。 


"~〇 リビルド中に本装置の電源を OFF にすると、リビルドは中»されます。再起動 
国司 してからハードディスクドライブをホットスワップで取り付け直してリビル 
ドをやり直してください。ただし、才ートリビルド機能を使用するときは々の 
を意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないでください（いったん電源を OFF にすると才ートリ 
ビルドは起動しません）。 

• ドディスクドライブの取りかし/取り付けの間隔は90枯化 Lh あけて 
ください。 

• イ也にリビルド中のハードディスクドライブが存在する場合は、ハード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 


電源ユニットのランプ （ N 8100 -942/942 A /943/943 A /102 已) 

電源ユニットにあるランプは、電源の供給状態を示すランプです。 



- POWER ランプ 


-POWER FAIL ランプ 



オプションの電源 ユニッ トを搭載している場合は、1台の電源 ユニッ トが故障 
しても、残りの電源 ユニッ トで運用を続けることができます（冗長機能）。ま 
た、故障した電源 ユニッ トはシステムを停止することなく、電源 ON のまま交 
換（ホットスワップ）できます。 


POWER ランプ 

電源〕ードを接統して本装圖こ AC 電源が供給 （AC ON ) されると緑色に点滅します 。 POWER 
スイッチを押して電源を ON の状態にするの CON ) と点灯します。 


POWER FAIL ランプ 


何6かの異常（過電流や過電圧、ファンの故障など）が発生するとアンバー色に点なします。 
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LAN コネクタのランプ 


背面にある2つの LAN ポート（コネクタ）に 
はそれぞれ2つのランプがあります。 

• LINK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの 
状態を表示しまず。本体と HUB に電力 
が供給されていて> かつ正常に接続さ 
れている聞、緑色に点灯します （ LINK )。 
ネットワークポートがを受信を巧って 
いるときに緑色に点滅します （ ACT )。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場 
合は、ネットワークケーブルの状態や 
ケーブルの接続状態をお認して< ださ 
し、それで电ランプが点なしない場合 
は、ネットワーク （ LAN ) コント□一 
ラが故障している場合があります。お 
買い求めの販売店、または保守サービ 
ス会社に連絡してください。 

• スピードランプ 


LINK/ACT 



スピードランプ 


標準装備の LAN ポートは、1000 BASE - T と100 BASE - TX 、10 BASE - T をサポートしてい 
まず。 


このランプは、ネットワークポートの届信モードがどのネットワークインタフ エースで 
動作されているかを示します。アンバーをに点灯しているときは、1000 BASE - T で動作 
されていることを示します。緑色に点なしているときは、100 BASE - TX で動作されてい 
ることを示しまず。消なしているときは、 10 BASE - T で動作されていることを示します。 


LAN ポートを号は、 OS の種頻によりアイコン表示と OS 上の表示が異なる場合がありま 
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設置と接続 

本装置の設置と接続 I こついて説明しまず。 



A ミち意 


装置をま全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページな降の説 
明をご覧ください。 

戀 

♦ 2人 ly 下で持ち上ばない 

♦ 指定 ly 列の場所に設置しない 


本体の設置じふさわしい場所は次のとおりです。 


ly 下のま件を巧たしたち巧 


<動巧ち> 

<ホ止時> 

) 室巧湿度：10で〜3己で 

已で〜40で* 

1 湿度： 20 %〜 so% 

10% 〜80% 

涵度巧配：±10で/時 

±15で/時 

1 気圧： 749〜1040 hpa 

749〜1 040 hpa 


装占の前をに150 mm 
U 上のスぺースがとれる 
場所 



フ□ントドアをちまに開けることができる 
スぺースのある場所。（フ□ントドアは亮を 
に巧けると左刚面か6釣35ミリと口だしまず。 


設置場所がミ央まった6、3人 W 上で本装置の底面をしっかりと持って、設置場所にゆっくりと 
静かに置いてください。 


• 装置前面のフ□ントドアを持って、持ち上げないでください。フ□ント 

圍3 ドアび巧れて落下し、装置を破損してしまいまず。 

• スタビライザを開いて設置場所に固定してください。 

• ホットスワップフアンを搭載しているモデルの場合、持ち運びの際に 
ホットスワップフアンにある A ンドルを持たないでください。 
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次に示すを件に当てはまるような場所には、設置しないで<ださい。これ6の場所に本装置を 
設置すると、誤動作の原因となりまず。 
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本装置と周辺装置を接続します。本装置じは、さまざまな周2装置と接続できるコネクタが用 
意されています。次の図は本装置が標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を 
示します。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセン 
卜じつなげまず。 



警告 



装置をま全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

♦ めれた手で電源プラグを持たない 

♦ アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページな降の説 
明をご覧ください。 

瓜爪 

♦ 指定 1 U がのコンセントに差し込まない 

♦ たこ足配線にしない 

♦ 中途半端に差し込まない 

♦ 指定 ly 列の電源コードを使わない 

♦ 電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしをし 
ない 
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• 本装置、および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくだ 
さい。日 N の状態のまま接続ずると誤動作や故障の原因となりまず。 

• NECl；m (サードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケープル 
を接続ずる場合は、お買い求めの販売店でそれ5の装置を使用でさるこ 
とをあ5かじめ確認してください。サードパーティの装置の中には使用 
でさないちのちありまず。 

• 外付け SCSI 機器を接続ずるためには本体の部のケーブル接続を変更ず 
る必要がありまず。「ケープル接続」を参照してください。 

• SCSI 機器の接続は、ケーブルの全長が 3 mW 巧になるよラにしてくださ 
い。 

• 添付のキーボード、マウスはコネクタ部分の 「 A 」 マークを ちに向けて 
差し込んでください。 

• ダイヤルアップ経巧のエクスプレス通報サービスを利用ずる際に使用ず 
るモデムについては、 NEC フィールディングにご相談ください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続ずることはできませ 
A ^。 

• 回線に接続ずる場合は、認定機関に申請済みのボードを使用してください。 
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本装置の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にあるサービ 
スコンセントに接続します。 

UPS のサービスコンセントには 、 ["SWITCH OUT 」 と rUN-SWITCH OUTJ という2種類のコ 
ンセントがあります （ rOUTPUTI 丄 r 0 UTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります)。 

UPS を制御するアプリケーシヨン汇 SMPRO / UPSController など）か6電源の制御をしたい 
場合は 、 SWITCH OUT に電源コードを接続します。 

常時給電させたい場合は、 UN-SWITCH OUT に電源コードを接続しまず （24 時闇稼働させる 
モデムなどはこのコンセントに接続しまず）。 



UN-SWITCH OUT SWITCH OUT 

(0 UTPUT 2) (OUTPUT 1) 


本装置の電源コードを UPS 1 こ接続している場合は、 UPS か6の電源供給と連動（リンク）さ 
せるために本体の BIOS の設をを変更してください。 

B の S の 「 Server 」一「 AC - LINK 」 を選がすると表示されるパラメータを切り替えることで設 
をすることができます。詳しくは186ページを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説 S 月します。 


フ□ントドアの開閒 


本装置の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブ、 5.25 インチデ 
バイスを取り撒うとき、 3.5 インチ八ードディスクドライブベイへの八ードディスクドライブ 
の取り付け/取り外しを行うときはフ□ントドアを開きます。 


• フ□ントドアは、添付のセキュリティキーで□ツクを解除しないと開け 
ることがでさません。 

• ソフトウェアには CD - ROM のトレーや日.2已インチデバイスベイに取り 
付けているデバイスにセツトしているメディアをイジェクトさせるコマ 
ンドを持つものがありまず。この場台、フロントドアが開いていること 
を確認してか5コマンドを実行してください。フ□ントドアを閉じたま 
まコマンドを実行ずると、フロントドアに CD - ROM のトレーや已ぶ已イ 
ンチデ/(イスのメディアびぶつかり、装置を故障させることがありま 
ず。 


キース □、ソ トに添がのセ丰ュリティキーを差し化み、キーを回して□ックを解除してから、フ 
□ントドア左上部の取っ手を乾く持って手前に引くと開きます。フ□ントドアを閉じた後は、 
セ丰ュリティのためにち丰一で□ックして<ださい。 


W -0 フ□ント ドアを開ける際は、を上部の取っ手にツメを引っかけて開けないよう 
Bto お願いしまず。フ□ントドアが開けづ5い場合は、左上部と左下部をそれぞれ 
手で持って手前こ引いてください。 
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電源の ON 


本装置の電源は前面じある POWER スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にしまず。 


1. ディスプレイ装置および本装置に接続している周辺機器の電源を ON にする。 

✓ お停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードをお綺している場合 
反三巧] は、電源制御装置の電源が OKI になっていることを確認してください。 


2. 本装置前面にある POWER スイッ 
チを巧す。 

POWER / SLEEP ランプが緑色に 
点なし、しば6 くするとディスプ 
レイ装置の画面には文字が表示さ 
れます。 



ランプ 


• AC インレットに電源コードを接続した;窒、 POWER スイッチを巧ずま 

邑3 で10巧け上の時間をあけてください。 

• モニタ画面に间6かの女宇び表示されるまでは電源を OFF にしないでく 
ださい。 


文字を表示している聞、自己診断プ□グラム ( POST ) を実行して八ードウエアの 
診断をします。詳しくはこの後の 「 POST のチェック」をご覧ください。 POST を完 
了すると 0 S が起動します。 


POST 中に異常が見つかると POST を中がし、エラーメッセージを表示しまず。 
巨云巧] 106ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実巧され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、キーボード，マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
B の S セットアップユーティリティの起動メッセージなどち表示します。 

化荷時の設定では POST を実行している圍，ディスプレイ装置 
には 「 NEC 」 □ゴが表示されまず。 （< Esc > キーを押すと 、 POST 
の実行内容が表示されます。） 


mBH 


B に S のメニューで < Esc > キーを押さな〈ても、はじめから POST の診断内容を 
レ! 表示させることができます。 「 BIOS のコンフイグレーシヨン」の 「Advanced 
(177 ぺージ)」メニューにある 「 Boot-time DiagScreen 」 の詰をを 「 Enabled 」 
に切り替えてください。 


POST の実行内容は常にお認ずる企、要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを痛認してください。 

• 導入時 

• 「巧障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON か 60 S の起動の聞に何をわビープ音がしたとき 

• デイスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 

POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 


wO 参 POST の実行中は、不巧意なキー入力やマウスの操作をしないよラにし 
圍马 てください。 

参 システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any KeyJ 
とキー入力を要求ずるメッセージを表示ずる場合もありまず。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS が要ホしているためのものでず。 
オプションの説明書にある説明を確認してか5何かキーを巧してくださ 
い。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取り列し/取り付けているス□ット 
の変更をしてか5電源を ON にずると、 P 日 ST の実行中に取り付けた 
ボードの構成に誤りがあることを示ずメッセージを表示して POST を 
いったん停止ずることがありまず。 

この場合はく Fl > キーを押して POST を継続させてください。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明ずるユーティリティを使って設 
定でさまず。 
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1. 電源 ON 後、 POST が起動し、メモ IJ チェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモ1」とお張メモ1」のサイズをカウントしているメッセージが表おさ 
れます。本体に搭載されているメモ1」の量によっては、メモ U チェックが完了ずる 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動 （ U ブート）した場合など、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合がありまず。 

2. メモ1」チェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これ6は搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知 S せ 
るメッセージでず。 

3. しば5くすると、マザーボード上のネットワークコント□-ラに関する設定をずる 
ユーティ U ティの起動メニューが2回（搭載している LAN コント□-ラ分）表おさ 
れますが、特に起動して設定を変更する必要はありません。 

4. 本体に内蔵の SCSI コント□—ラを検出し 、 SCSI BIOS セットアップユーティ U 
ティの起動を促ずメッセージが表示されまず（そのまま何も入力せずにいると数秒 
をに POST を自動的に続けます）。 

Press <CtrL> <A> for SCSISeLect(TM) UtiLity! 

ここで < Ctrl > キーと < A > キーを押すとユーティリティが起動します。設定方法やパラ 
メータの機能については、193ぺージを参照してください。 

ユーティリティを使用しなければな6ない例としては次のような場合があります。 

• 5.25 インチデバイスベイに SCSI 機器を取り付けた場合 

• 外付け SCSI 機器を接続した場合 

• 本体内部の SCSI 機器の接続を変更した場合 

• 本体内部の RAID コント□-ラ ( HostRAID ) を使って RAID ディスクを構築す 
る場合 

ユーティリティを終了すると、自動的にもう一度はじめか 6 P 0 ST を実行しまず。 

已.接続している SCSI 機器が使用している SCSI ID 番号などを画面に表おします。 

6. しば5 くすると、マザーボードにある BIOS セットアップユーティ U ティ 
「 SETUP 」 の起動を促すメッセージが画面左下に表示されまず。 

Press < F 2> to enter SETUP 

使用する環境じあった設定に変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメ、ソセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設をを 
変更するみ要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている圍に < F 2> キーを押します。 
設定ち法やパラメータの機能については、168ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、自動的にもう一度はじめから POST を実行します。 

本体の PCI バスに複数の SCSI コント□-ラボードを搭載しているときは，オンボー 
ド SCS 卜 PCI バス番号の PCI #3一 PCI #6 ^PCI 把 ^ PCI #4 ^PCI #2 ^PCI #1 の順 
で搭載しているボードの B の S セットアップ ユー ティリティの起動メ 、ソセー ジを表 
巧しまで。 
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スオプションボードのディスクアレイコント□-ラを搭載している場合は、ディスク 
アレイ BIOS セットアップユーティ1」ティの起動を促すメッセージが表おされます 
(搭載したボードによって起動メッセージや操作が異なる場合がありまず)。設定方 
まやバラメータの機能については、ボードに添付の説明書を参照してください。そ 
のまま何も入力せずにし巧と数秒後に POST を自動的に続けます。 

8. BIOS セットアップユーティ U ティ 「 SETUP 」 でバスワードの設定をすると、 
POST が正常に終了した後に、バスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの人力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなりまず。この場合は，本体の電源を OFF にしてか6、約10秒ほど 時 園をあけ 
て ON にして起動し直してください。 

"~〇 0 S をインス I ルずるまではバスワードを設定しないでください。 


日. POST を終了すると 0 S を起動します。 


POST のエラーメッセージ 

POST 中にエラーをお化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。 
また、エラーの内容によってはビープ音でエラーが起きたことを通®します。エラーメッ 
セージとエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運 
用-保守編」を参照してください。 


wO 巧守サービス会社に連結ずるときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
Ifai ださい。アラーム表示はな守を行ラときにち用な情報となりまず。 
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電源の OFF 


次の順をで電源を OFF にします。本体の電源コードを UPS じ接続している場合は、 UPS に添 
付の説明書を参照ずるか、 UPS を制御しているアプリケーシヨンの説明書を参照してくださ 
い。 

1. 0S のシャットダウンをずる。 

2. 本体前面にある POWER スイッチを巧す。 

P 0 WER / SLEEP ランプが消なします。 

3. 周辺機器の電源を OFF にする。 


省電カモードの起動 


本装置は ACPI モードに対応しています。 Windows での設赶こよって POWER スイッチを押し 
たときの機能を本装置の電力をほとんど使用しない状態（スタンバイ状態）にさせることがで 
きます。 



搭載している PCI ボードによっては機能しない場合があります。 


スタンバイ状態になつてちメモリの内容や 
それまでの作業の状態は保持されていまず。 




省電カモードへの移行または省電カモードからの復帰方法については、 
Windows Server 2003 /Windows 2000の設をによって異なります。また、省電 
カモード中の動作レベルは 、 Windows Server 2003 /Windows 2000の設をに化 
存します。 


昔電カモードへの移行または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
暨3 さい。省電カモードか5復帰ずる際に元の状態に復帰できない場合びありま 
ず。 






















108 基本的な操作 


フ□ッピーディスクドライブ 


本体前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）•保有（ライト）を行う 
ことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーディスク （1.44 M バイト）と 2 DD フ日、ソピーディスク （720 K バ 
イト）を使用することができます。 

フ□ツピーディスクのセツト/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトする前に本体の電源が ON 
( POWER / SLEEP ランプ点灯）になっていることを殖認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンがかし飛び化しまず。 


• 1.2 M バイトフォーマットのディスクを使って起動（ブート）ずること 

民ェック I はできません。 

• フォーマットされていないフ□、ソピーディスクをセットすると，ディス 
クの内容を読めないことを巧6せるメッセージやフォーマットを要求す 
るメッセージザ表示されます。 0 S じ添付の説 B 月書を参照してフ□ッ 
ピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□ッピーディスクをセットした後に本体の電源を ON にしたり，再起 
動ずるとフ□ッピーディスクから起動しまず。フ□、ソピーディスク巧に 
システムがないと起動できません。 


イジェクトボタンを押すとセツトしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
6取り化せまず。 


フ□ッピーディスクアクセスランプが消'のしていることをお認し てせらつ 
民エック I □ッピーディスクを取り化してください。アクセスランプが点の中に取り出ず 
とデータが破壊されるおそれがありま寸。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保をする大切なものです。またその構造は非常にデリケート 
にできていますので> 次の点にを意して取りあってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に目占り付けてください。 

• 鉛筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりのをいところでは使用しないでください。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 
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• 水などの巧体のおくや薬品のおくには置かないでください。 

• 磁石など磁気を帯びたものをおづけないでください。 

• クリップなどではさんだリ、落としたリしないで<ださい。 


• 磁気やほこりか5保護できる専届の収納ケースに保管してください。 


• フ□、ソピーディスクは、保存している 
内容を誤って消すことのないようにラ 
イトプ□テクト（書き込み禁止）がで 
きるようになっています。ライトプロ 
テクトされているフ□、ソピーディスク 
は，読み化しはできますが、ディスク 
の フォーマツ トやデータの書き込みが 
できません。重要なデータの人ってい 
るフ□、ソピーディスクは，書き込み時 
かはライトプ□テクトをしておくよ 
うお勧めします。 3.5 インチフ□、ソ 
ピーディスクのライトプ□テクトは、 
デイスク裏面のライトプ□テクトス 
イッチで巧います。 



• フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがありまず。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付され 
ているフ □、ソ ピーディスクはおずバ 、ソク アップをとってください。） 
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CD-ROM ドライブ 


本体前面に CD - ROM ドライブがあります。 CD - ROM ドライブは CD-ROM (読み化しき用のコ 
ンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 CD - ROM はフ□、ソピーディスクと比較 
して、大量のデータを高まに読み化ずことができます。 


A 注意 


装置をままにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
A XTN などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ぺージ W 降の説 

日月を ご覧 < ださし、。 

• CD-ROM ドライブのトレーを引を出したまま放置しない 



購乂時の才ーダーの内容によっては DVD-ROM ドライブが搭載されている場合 
があります。その場合は、 DVD-ROM ドライブの取り扱いに関する説明書が別 
途添付されています。 


ディスクのセツト/取り出し 


1. 本体の電源が ON ( POWER / SLEEP ランプ点な）になっていることを確認ずる。 

2. CD - ROM ドライブ前面の才ープ 
ン/ク□—ズボタンを巧す。 

トレーが化てきます。 


3. ディスクの文字が巧刷されている 
面を上に向けてトレーの上に静か 
に確実に置く。 

4. オープン/ク□—ズボタンを巧す 
か、トレーの前面を軽く巧す。 

トレーは自動的にドライブ内に 
セツトされます。 


Go 



才ープン/ク□-ズ 
ボタン 


wO ディスクのセットを、 CD-ROM ドライブの駆動音び大きく聞こえるときは、再 
置3 度ディスクをセットし直してください。 
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ディスクの取り化しは、ディスクをセットす 
るときと同じようにオープン/ク□-ズボタ 
ンを押してトレーをイジェクトし、トレーか 
ら取り化しまず（アクセスランプがオレンジ 
をに点好しているときは、ディスクにアクセ 
スしていることを示します。この園、才ープ 
ン/ク□-ズボタンは機能しません)。 

0 S によっては 0 S か6トレーをイジェクト 
することちできます。 

ディスクを取り化した6トレーを元に戻し 
てください。 



ディスクび取り出せない場合の手順 

オープン/ク□ーズボタンを押してもディスクを取り化せない場合は、次の手順に従って取り 
化しまず。 


1. POWER スイッチを巧して本体の電源を OFF ( POWER ランプ消な）にする。 


2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約1日 0 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
リツプを弓 I き伸ばして代用でき 
る）を CD - ROM ドライブのフロ 
ントパネルにある強制イジエクト 
ホールに差し込んで、トレーが出 
てくるまでゆっくりと押ず。 




BM 


• つま楊ほやプラスチックなど巧れやずいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を巧ってもディスクが取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連緒してください。 


3. トレーを持って引き出す。 

4. ディスクを取り出す。 

已.トレーを押して元に房す。 
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ディスクの取り扱い 

セットするディスクは次の点にを意して取リキ及ってください。 

• 本装置は、 CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきまして 
は、 CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクををとさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、巧げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼6ないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないで<ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• 指がやほこりがついたときは、乾いた柔6かい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいじふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー，クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 
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オプションの取り付け 

オプションデバイスの取り付けち法およびミま意事項について記載していまず。 


W -0 • オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えまずが、この 

国 3 場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 

責任を負いかねまずのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
のな知識を持った保守ヴービス会社の保守員に取り付け/取りがしを巧 
わせるよラお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは興社び指定ずる部品を使用してください。 
指定 1 U 列の部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となりまず 

• 八ードウエア構成を変更した場含も、必ず EXPRESSBUILDER を使用 
してシステムをアップデートしてください （44 ページまたは7已ページ 
を参照)。 


安を上の注意 


安全に正しくオプシヨンの取り付け/取りかしをするために次のを意事項をあず守つてくださ 
い。 


警告 


AA 

AG 


装置をま全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ W 降の説明をご覧くだ 
さい。 

♦ 自分で分解-修理*改造はしない 

♦ リチウムパッテリやニッケ J レ水素バッテリを取りがさない 

♦ プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A ミち意 


A A 

A A 

Q 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


♦ 中途半端に取り付けない 

♦ コネクタカバーを取り付けずに使用しない 
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静電気が策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け' 取り外しの隐は静電 
気による製品の巧障に十分を意して < ださい。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に人6ない場合は部品を触る前 
に置体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を巧います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやすい場所で作業を巧う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行ってください。 

• 着巧 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないでください。 

一静電気防止靴を履いて作業を巧ってください。 

一取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に人れておいてください。 
一各部品の縁の部分を持ち、端すや実装部品に触れないで<ださい。 

一部品を保管'運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 
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取0付け/取 D かし後の確認 


オプションの増設や部品の取り外しをした後は、次の点じついて殖認してください。 

• 取り外した部品を元どおりに取り付ける 

増設や取り外しの際に取り外した部品やケーブルは元どおりに取り付けてください。取 
り付けを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにして組み立てると誤動作の原因となリ 
まず。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認ずる 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを確認して<ださい。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端す部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原 
因とな U まず。 

• 装置内部のを却効果について確認する 

巧部に配線したケーブルがをが用の巧をふさいでいないことをお認してください。を巧 
効まを失うと装置内部の温度の上昇により誤動作を引き起こします。 

• ツールを使って動作の確認をする 

増設したデバイスによっては、診断ユー ティ リ ティ や团 0 S セッ ト アップ ユー ティ リ ティ 
などのツールを使って正しく取り付け6れていることをお認しなければいけないものが 
あります。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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取り付け/取りかしの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 

1 . 0 S のシャットダウン処理を行う。 

2. POWER スイッチを巧して本体の電源を OFF ( POWER / SLEEP ランプ消'口）にす 
る 0 

3. 電源コードをコンセントと本体の 
電源コネクタか5巧く。 

N 81 00-942/942 A /943/943 A / 

1025に増設電源ユニットを搭載 
している場合は、増設電源ユニッ 
卜に接続している電源 コード も取 
り外してください。 


4. 本体背面に接続しているケーブルをずベて取り外ず。 

本体の前後左ちぉょび上部に1〜 2 m のスぺースを確保する。 



已' 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 


サイド カバー 

サイドカバーは本体内蔵デバイスやマザーボードにアクセスするときに取り外します。ち側の 
サイドカバーは取り外すあ要はありません。 


取り外し 

次の手順に従ってサイドカバーを取り外します。 



警告 


AQ 


装置をま全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページな降の説明をご覧くだ 
さい。 

♦ プラグを差し込んだまま取り扱わない 


1. 前ぺージを参照して準備をする。 

2. ネジ2本をゆるめる。 

3. 装置後方にかし引いてか S 取り外 
す。 

4. サイドカバーをしっかり持って取 
り外す。 
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取り付け 

サイドカバーは「取り外し」と逆の手順で取り付けることができます。 

サイドカバーじあるフックが本体のフレームや巧にお実に差し込まれていることを殖認して 
ください。 



オプションの取り付け/取り巧しび終った5、取り列したサイドカバーを確実 
Bto に取り付けてください。左側のサイドカバーの取り付けが態はカバーセンサで 
監視されていまず。 
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CPU ダクト カバー 

CPU ダクトカバーは DIMM やプ□セ、ソサの取り付け/取り外しをするときに取り外しまず。 


"-0 CPU ダクトカバーは必ず取り付けてください。カバーを巧したが態で運用す 
圍3 ると、装置内部の;ち却効果が低下し、システム全体のバフォーマンスに影響ず 
るばかりでなく、高温による本体および搭載デバイスの故障の原因となりま 
ず。 


取り外し 

次の手順に従って CPU ダクトカバーを取り外します。 

1. 116ページを参照して準備をする。 

2. サイドカ J く一を取り外す （ 117 ページ参照)。 

3. 本体のち側面が下になるよ 5 にしてゆっくりとていねいに倒ず。 

4. CPU ダクトカバーの左側を持ち、 

ち端のタブを解除して手前に引 
く。 

已. CPU ダクトカバーを本体か S 取 
り外す。 


取り付け 



CPU ダクトカバーをまっすぐ装置内部へ差し込んでください。ケーブルやマザーボード上の 
部品に当たっていないことを殖認しながら差し込み、ち側のタブを本体のフレームにある巧に 
引っかけて固定してください。 
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3.已インチ八ードディスクドライブ 

本体の前面にある 3.5 インチ八ードディスクドライブベイじは、八ードディスクドライブを取 
り付けるス□、ソトを6つ用意しています。八ードディスクドライブは取り付けられていません 
(ビルド■トゥ-オーダーを除く）。別途贈人してください。 


• 幽社で指定していない"ードディスクドライブを使巧しないでくださ 
し、ヴードパーティの A - ドディスクドライブなどを取り付けると、 
j \- ドディスクドライプだけでなく本体が故障ずるおそれびありまず。 
巧に示ずモデルをお買い巧めください。 

- N 81已 0-1 6吕 （36.3 G 己、10,000 rpm 、 Ultra 3 吕 0) 

- N 81已 0-1 63 (73'2 G 己、10,000 rpm 、 Ultra 3 吕 0) 

- N 81已 0-1 71(14已6己、10,000 rpm 、 Ultra 320) 

- N 81已 0-1 6已 （36'3 G 己、1已 ,000 rpm 、 Ultra 3 吕 0) 

- N 81已 0-1 7吕 （73 .吕 G 巳、1已 ,000 rpm 、 Ultra 320) 

• ディスクアレイの構築については、ディスクアレイコント□-ラに添付 
の説明書を参照してください。 


6つのス□、ソトには約 25.4 mm (1 インチ）厚の八ードディスクドライブを取り付けることがで 
きます 。 SCSI ID は下か 6ID0 〜 ID5 の固定で設定されています。 

化荷時の構成では、 3.5 インチ八ードディスクドライブベイのケーブルがマザーボード上の 
Ultra 320 SCSI コネクタに接続されています。 

ディスクアレイを構成する場合は、 3.5 インチ八ードディスクドライブベイのケーブルをディ 
スクアレイコント□ーラに接続します。増設する八ードディスクドライブの SCSI 規格は、同 
じ規格のもの ( Ultra 320 SCSI ) を使巧してください。 


3.5 インチ八ードディスクドライブベイの空きス□、ソトにはダミートレー(発泡スチ□-ル製) 
が取り付け6れています(一番下のス□、ソトを除<)。これは装置内部のを巧タカまを高めるため 
のものです。八ードディスクドライブを搭載していないス□、ソトにはダミートレーを取り付け 
てください。 


ダミートレーは、本装置専巧品を使用してくださし、。 
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取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。その他のス□、ソト への 取りがけも同 
様の手順で行えまず。 





• A - ドディスクドライブは下のベイか6取り付けてください。 

• ディスクアレイを構成している場合は、同じパックを構成ずるハード 
ディスクドライブの容量などの仕様び同じちのを使用してください。 



ハードディスクドライブは、フロントドアを開けるだけで取り巧け/取りかしを 
斤うことができます。またディスクアレイ構成では本体の電源が ON のままで 
も行えます。 


1. 116ページを参照して準備をする（ディスクアレイ構成時を除く）。 

2. セキュ U ティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 

3. 八ードディスクドライブを取り付けるス□ットを確認する。 


ス□ットは6つあります。また 、 SCSI ID はス□ットの位置でままっています（下か 
6順に SCSI IDO 〜 ID 己)。 























122 オプションの取り付け 


已.八ードディスクドライブの□ック 
を解除ずる。 


6. 増設ずる八ードディスクドライブ 
(トレー付き）と八ンドルをしつ 
かりと持ってス□ットへ挿入す 
る 0 






• 八ンドルのフックびフレームに当たるまで押し込んでください。 

• 八ードディスクドライブは両手でしっかりとていねいに持ってくださ 
し、。 


7. 八ンドルをゆっくりと巧す。 


「カチ、ソ」と音がして□ックされま 
ず。 
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W -0 A ンドルとトレーに指を巧まないように注意してください。 



八ンドルのフックがフレームじ引っ掛かっていることを確認してください。 

をエツ ク J 


8. 手順2で開いたドアを確実に閉じる。 


取り外し 

へ— ドディスクドライブは次の手順で取り外すことができまず。 


}\-ドディスクドライブ巧のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存をれている大切なデータ（例 
えば顧客情報やを業の経理情報など）が第兰者へ漏洩ずることのないよ 
ラにお客様の責任において確実に姐分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にずる」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたように見えまずが、実 
際のデータは八ードディスクドライプに書き込まれたままのげ態にあり 
まず。完全に消まされていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せめ用途に転用されるおそれがありまず。 

このよラなトラブルを回避ずるために市販の消去巧ソフトウェア（有償） 
またはヴービス（有償）を利用し、確実にデータを処分ずることを強く 
お勧めしまず。データの消去についての詳細は、お買いホめの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 





八ードディスクドライブが故障したためじディスクを取り外ず攝含は、八ード 
ディスクドライブの D に K ランプがアンバー色に点なしているス□、ソトをあら 
かじめ磕認してください。 



1. 116ページを参照して取り外しの準備をずる（ディスクアレイ構成時を除く）。 
セキュリティキーでフ□ントドアの□ックを解除して、フ□ントドアを開く。 


2. 















124 オプシヨンの玻 り付け 


3. レバーを巧して□ックを瞄除す 
る 0 


4. 八ンドルを引く。 


已.八ンドルと八ードディスクドライ 
ブをしっかりと持って手前に引き 
出す。 

6. 八ードディスクドライブを取り外 
したまま本装置を使用する場合 
は、空いているス□ットにダミー 
トレーを取り付ける。 

1 . 手順2で開いたドアを確実に閉じ 
る。 



ディスクアレイ構成の場合、故障した八ードディスクドライブの巧換後、交換した新しいディ 
スクに交換前までの情報を記録ずることにより、故障を起こず t (前の状態に戻ずことのできる 
オートリビルド機能を使用ずることができまず。 

才ートリビルド機能は、 RAID 1、 または RAID 5 じ設走されているディスクアレイで有効です。 

才ートリビルドは、巧障した八ードディスクドライブをホ、ソトスワップ（電源 ON の状態での 
ディスクの交換）するだけで自動的に巧われまず。オートリビルドを行っている園、八ード 
ディスクドライブにある D に K ランプが緑色とアンバー色に交互に点灯して才ートリビルドを 
巧っていることを示します。 
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• 才ートリビルドに失敗ずると、八ードディスクドライブにある D 旧 K ラ 
ンプがアンバー色に点丹しまず。もう一度ディスクの取りがし/取り付 
けを行ってオートリピルドを実行してください。 

• ディスクアレイ監視ユーティリティをインストールしている場合は次の 
よラな表示や動作をずることがありまずが、オートリビルドお了後、 
オートリビルドを行ったノ V— ドディスクドライプの D 旧 K ランプびアン 
パー色に点灯していなければ、オートリピルドは正常に行われていま 
ず。 

— 才ート U ビルド中に 「Rebuild was canceled」 と画面に表示さ 
れる。 

- 才ート U ビルドをいったん終了して再開しているよラな動作をず 
る。 


オートリビルドを行うときは、次のを意を守ってください。 

• 八ードディスクドライプが巧障してから、オートリビルドを終了するまで装置の電源を 
0 FF 1 こしないでください。 

• 八ードディスクドライブの取り外し/取り付けは、90秒 iU 上の聞隔をあけて巧ってくだ 
さい。 

• 化にリビルド中の八ードディスクドライプがある場合は、八ードディスクドライブの巧 
換を斤わないでください（リビルド中は八ードディスクドライブにある D に K ランプが緑 
色とアンバー色に交互に点なしています）。 




12 巨 オプションの取り付け 


電源ユニット（ N 81 00-942/942 A /943/943 A / 102已） 

N 8100 -942/942 A /943/943 A /1025 では電源 ユニッ トを増設して、2台の電源 ユニッ トで本 
装置を動作させていると、万一、電源 ユニット （1 台）が 巧 障してもシステムを停止ずること 
なく運用することができまず（冗長機能)。 


取り付け 


次の手順に従って電源 ユニット を取り付けます。 


1 . 11已ぺージを参照して準備をする。 



3. 


電源 ユニットを差し込み、「力 
チッ」と音がずるまで巧し込む。 



"~〇 電源ユニットはまっすぐに差し込んでください。差し込んでいるを中でななめ 
Bto にしたり、上下をちに力を加えたりずると、電源ユニットと巧部の接続コネク 
夕を破損ずるおそれびありまず。 
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4. 電源コード （2 本）を接続する。 

標準で添付されていたわのと増設 
した電源ユニットに添付されてい 
たコードを使います。コードを接 
続すると POWER ランプが点滅し 
まず。それぞれのランプが点滅し 
ない場合は、電源が正し<装置へ 
供給されていることをお認してく 
ださい。それでも点财しない場合 
または POWER FAIL ランプがア 
ンバー色に点灯している場合は、 

電源コードや電源ユニットの巧 
損、または電源ユニットを搭載し 
ているパワーサプライベイの故障 
が考えられます。保守サービス会 
社に連給して保守を化頼して < だ 
さい。 

已.本装置の電源を ON にする。 

各■電源ユニットの POWER ランプが点财します。 

6. 前面にある STATUS ランプや POST で電源ユニットに関するエラー表おがないこ 
とを確認する。 

エラー表示の詳細については「電源ユニットのランプ （ N 8100 -942/942 A /943/ 
943 A /1025)」 の5ぺージ）を参照してください。 

また 、 POWER FAIL ランプが点好している場合は、もう一度電源ユニットを取り付 
け直してください。それでも同じ表示が化たときは保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 

✓ 


オプションの電源ユニットを増設した状態で、電源コードを片方の電源ユニッ 
卜じしか接続していないと，電源コードを接続していない方の電源ユニットじ 
ある POWER STATUS ランプがアンバー色に点灯しまず。 


POWER ランフ 



故障した電源ユニットの交換 

交換は電源ユニットが故障したときのみ巧います。 


正常に動作している電源 ユニッ トを取り外さないでください。 



本装置に2台の電源ユニットが取り付けられていて、その内の1台が正常に動作 
している場合は、システム稼働 中 （電源 ON の状態）でも故障した電源ユニッ 
卜を交換できます（々の手順2をとばしてくださし、）。 


1. 背面にある電源ユニットのランプの表示 （POWER FAIL ランプがアンパ'—色に点 
な）で故障している電源ユニットを確認する。 

2. システムを終了し、本装置の電源を OFF にする。 












128 オプションの取り付け 


3. 故障した電源ユニットか5電源コードを巧く。 


4. 


已' 


電源 ユニッ トの八ンドルにあるレ 
バーを巧しなが5手前に引き、電 
源 ユニッ トを本体か5取り出す。 

電源 ユニッ トを交換せず1台の電 
源 ユニッ トで運用する場合は、 
「取り付け」の手順2で取り外し 
たブランクカバーを取り付ける。 



"~〇 装置 内部の;ち却効果を保持ずるためにも 電源 ユニットを取り付けていないス 
ito □ットにはプランクカバーを取り付けてください。 


6. 「取り付け」の手順3〜日の手順を参照して電源 ユニッ トを取り付け、取り付け後の 
確認をする。 
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フアンユニット 

CPU やメモリ、 PCI デバイスをち巧するためのファンです。本装置内部に最大で3台のファン 
ユニットを搭載することができます。 


フ□ントフアン 

(標準装備） 



取り付け 


1. 11白ぺージを参照して準備をする。 


2. サイドカ；く一を取り外す （ 117ぺージ参照)。 
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4. フアンユニットを増設場所に差し 
込む。 



^ 取り付けの際にファンのケープルをマザーボード側に通してください 



取り付けづらい場合は、ファン ユニッ トに搭載しているホットスワップファン 
をいったん取りかしてから取り付けてください。ファン ユニッ トの取り付けち 
了後にホットスワップファンを取り付けてくださし、。 



已.フアンユニットのタブを本体内部 
のフレームにある巧に差し込み、 
フレームに向けて押す。 

□、ソキングタブで□ックされま 
ず。 

6. フアンユニットのケープル （2 
本）をマザーボード上のコネクタ 
に接続ずる。 

ESMPR 0 で正おな管理をずるた 
め、接続を闇違えないでください。 


□、ソキングタブ 



ファンケーブル但本) 
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CN 21 


Fan 2 


7. 


取りタル 


1 . 

2 . 

3. 

4. 


□、ソキングタブ 


出す。 





フアンケーブルに本) 




已.取りがした部品を取り付ける。 


百感 

な 

=\ 广 

: 

百感 





マザーポード 


取り外した部品を取り付ける。 


11色ぺージを参照して準備をする。 

サイドカバーを取り外す （1 17ページ参照)。 

マヴーボードのコネクタか5ファ 
ンユニットのコネクタを取り外 
す。 


□ツキングタブを巧して、□ツク 
を解除し、フアンを本体か5取り 


々プ 





0000 


□□□□ 
賣 臺 
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ホットスワップフアン（交換） 

ファンユニットに搭載されているファンは電源が ON の状態のままでも巧換ができるホットス 
ワップに対応しています。 





• 正甫に動作しているフアンを取り外をないでくだをい。 

• 本体標準装備のホットスワップフアンの交換は日分な巧で完了さだてく 
ださい。 


フロントフアン 

(標準装備） 



1.ESMPRO やイベント□グ、 POST のエラーメッセージを参照して故障している 
ファンの位置を確認する。 


2. サイドカバーを取り外す （ 117ぺージ参照)。 
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4. 新しいホットスワップフアンを 
フアンユニットに取り付ける。 

正しく取り付けられると r カチ、ソ」 
と音がして□ックされまず。 

已.取り外した部品を取り付ける。 






134 オプションの取り付け 


已 .2 已インチデバイス 


本装置には、 CD - ROM ドライブや磁気テー 
プドライブなどのバックアップデパイスを 
取り付けるス□、ソトを4つ用意していまず 
(標準装備の CD - ROM ドライブで1ス□ット 
使用）。バックアップデバイスを搭載するに 
は，別売の SCSI コント□ーラが必要です（装 
置内部のマザーボード上にある SCSI コネク 
夕に何も接続していない場合（例えば別売の 
ディスクアレイコント□-ラで内蔵の八一 
ドディスクを制御している場合）は、マザー 
ボード上の SCSI コネクタを使用して運用す 
ることができます)。 



wO • シングル A イトのデバイスは2台、ダカレ八イトのデバイスは1台搭載 
We 马 でさまず。 

• SCSI デバイスを取り付ける場合、終端抵巧の設定は rOFF 」 に 、 SCSI 
ID は他のデバイスと重複しないように設定してください。設定方法につ 
いては、それぞれの装置のマニュアルを参照してください。 

• シングル A イトのデバイスはス□ットま号順に取り付けて<ださい。ダ 
ブル八イトのデバイスはス□ット2と3を使庙しまず。 

• N 81已 1-32 日内蔵 DVD - RAM を取り付ける場合は、動作モードを 
rSLAVEJ にしてください。 


取り付け 


1 . 11巨ぺージを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外ず （1 17 
ページ参照)。 

3. タミーカバーを固定しているネジ 
2本をがす。 

4. ダミーカバーを手前に静かに引き 
出す。 













































































ノ、ート•ウェア漏13已 


已.本装置に添付のレールをデバイス 
に添付のネジ （4 本）で日.2已イ 
ンチデバイスに固定ずる。 



• 必ずデバイスに添付のネジを使用してください。添付のネジより長いネ 

国 3 ジや径の異なるネジを使用ずるとデバイスを破損ずるおそれびありま 

ず。 

• ダブル A イトのデバイスを取り付けるときには本装置に添付されている 
□ LT デバイスレール （ L 字型の大きい方のレール）を植巧してください。 


6. マヴーボードのコネクタか5フロ 
ントフアン ユニッ トのコネクタを 
取り外ず。 

7. □ッキングタブを巧して、□ック 
を解除し、フ□ントフアンユニツ 
卜を本体か6取り出ず0 



8. デバイスベイにデバイスを静かに巧し込む。 


^ デバイスを押し込むときにケーブルをはさんでいないことをお認してくださ 
をエック] い。 


ス□ットを2つ使う已 .2 日インチデバイスび入りづ6い場合は、日.2已インチデ 
■to バイスをがし持ち上げるようにしてス□ットに入れてください。 



























13 巨 オプションの取り付け 


日.手順3で外したネジでデ;（イスを固定する。 




10. 取り付けた已 .2 已インチデバイスが、本体前面か5飛び出しすぎていないかどラか 
確認する。 

標準装備の CD - ROM ドライブを目巧に殖認してください。 

11. 装置側面か5デバイスにインタフェースケーブルと電源ケーブルを接続ずる。 

詳しくは「ケーブル接続」を参照してください。 


コネクタのピンび曲びったり、確実に接続していなかったりずると、誤動作の 
原因となりまず。已 .2 已インチデバイスとさケープルコネクタを見なび6確実 
に接続してください。 


ケーブルをはさんでいないことをお認してください。 


オプションの SCSI コント5ぶ日インチデバイスベイのス□ット1 
□—ラの SCSI コネクタ（下段）に取り付けたデバイスへ 
またはマザーボード上の 
SCSI コネクタへ 


己ぶ己インチデ八イスベイの 
ス□ット2冲段）に取りが 
けたデバイスへ 



己2己インチデバイスベイの 
ス□、ソト3 (上段）に取リ付 
けたデバイスへ 






















































ノ、ー ドウエア編 137 


12. 取り外した部品を取り付ける。 





フ□ントファンユニットを取りがける場合、ファンケーブルを下図に示ずよう 
じマザーボード側へ通してください。 



13. SCSI 機器の場をは、 SCSI コント□—ラに添付の説明書を参照して SCSI BIOS の 
セットアップをする。 

14. 取り付けた装置に添付の説明書を参照してデバイスドライバのインストールをする。 


取り外し 


取り外しは、「取り付け」の逆を行って<ださい。 








138 オプションの取り付け 


PCI ボード 

本装置には、 PCI ボードを取り付けることのできるス□、ソトを6つ用意しています。 


胃-〇 PCI ボードは静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分などに触れ 
置3 て身体の静電気を逃びしてか5ボードを取り扱ってください。また、 PCI ポー 
ドの端子部分や部品を素手で邮ったり、 PCI ボードを直接机の上に置いたりし 
ないでください。静電気に関ずる説則よ114ぺージで詳しく説明していまず。 



*1 ほい周波数でのみ動作する PCI ボードを取りがけた場合は，その PCI ボードの周波数 
で動作しまず。 

*2 複数枚で構成されている PCI ボードを 64-bit PCI バスと 32-bit PCI バスにまたがって 
取り付けないでください。 


取り付け 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取り付けを行います。 


W-0 • PCU □ットに複数の PCI ボードを取り付ける場合、内蔵 S 巳 SI ケーブ 

Ito ルを PCI ボードの間に通さないでください。 PCI ボード上のにや素子な 

どとケープルが接触し、 PCI ボードやケープルが破損ずるおそれがあり 
まず。 

• 取り付けるボードによっては隣のス□ットのコネクタキャップや、外付 
け SCSI コネクタを取り外してボードを取り付けなければな5ない場合 
がありまず。 

• PCI ボー ドス□ット#2〜#3、#6には 3.3V PCI ボー ドおよび ユニバー 
サル PCI ボードを取り付けることができまず。 

• PCI ボードス□ット#1には已V PCI ボードおよび ユニ パ’ーサル PCI ボー 
ドを取り付けることができまず。 


PCI ボードを取り付けるときは、ボードの接続部のおがと PCI ボードス 
□、ソトのコネクタ形状が合っていることを確認してください。 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I 覧 



1最大3枚搭載可能。 

2他のモデルのボードと合わせて最大4枚搭載可能。 

3最大4枚搭載可能。 

4最大2枚搭載可能。 

己戶 CI バスあたり最大1枚搭載可能。 AFT 時は PCI バスあたり最大2枚搭載可能。 N 8104 -112 との混在は不可。 

6 PCI バスあたり最大1枚搭載巧能。 AFT 時は PCI バスあたり最大2枚搭載可能。N8 104- 103/113との混在は不可。 


*7 N811日-日1リモートマネージメントカードが必須。最大1枚搭載巧能。に M 巨巧ブランクパネルおよび背面1/日ス 
□ットの最上段にも搭載可能 （1 日3ページ参照)。 

*8 N811日-02アドバンスドリモートマネージメントカードのイ寸属品。最大1枚搭載可能。背面 I/O ス□ットの最上段に 
も搭載可能 （154 ページ参照)。 


標準ネットワークとオプションのネットワークボードについて 

標準ネットワーク（オンボードどうし）で AFT / AL 目の Teaming を組むことはできます。ただ 
し、標準ネットワークとオプションのネ、ソトワークカードで同一の AFT / AL 巨の Teaming を組 
むことはできません。 
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取り付け 


1 . 116ぺージを参照して準備をする。 


2. サイドカバーを取り外ず (1 17ページ参照)。 


3. 取り付けるス□ットと同じ位置 
(高さ）にある増設ス□ットカ 
バーとネジ1本を外して取りが 
す。 



"~〇 取り外した増設スロットカバーは、大切に保置しておいてください。 


4. 部品面を下にしてマザーボード上のス□ットとボードの接続部分を合わせてゆつ< 
り装置内へ差し込む。 




^ □ングカードの場合は，ボードのち端が本体フレームじあるガイドレールに 
医エック I 沿って差し込まれていることをお認してください。 


5. ボードの接続部分が ス □ットに確実に接続するようしっかりとボードを巧し込む。 

うまくボードを取り付け6れないときは、ボードをいったん取り列してか6取 
り付け直してください。ボードに過度の力を加えるとボードを破損ずるおそれ 
びありまずのでま意してください。 

6. ボード左側を手順4でかしたネジで固定する。 

ス取り外した部品を取り付ける。 
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8. 本装置の電源を ON にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、 「 POST 中のエ 
ラーメッセージ」に66ぺージ）のエラー^、ソセージー費を参照してください。 

9. BIOS セットアップユーティリティを起動して rAdvancedJ メニューの 「Reset 
Configuration DataJ ^ 「 Yes 」 にずる。 

八ードウエアの構成情報を更新ずるためです。詳しくは 「 Advanced 」（177 ページ) 
をご覧ください。 


取り外し 

ボードの取りかしは、取り付けの逆の手順を巧い、増設ス□、ソトカバーを取り付けてください。 




142 オプシヨンの玻 り付け 


ディスクアレイコント□ーラボード 

オプションの「ディスクアレイコント□-ラボード （ N 8103 -80/8 1/86)」は、データの信頼 
性を向上させるために巧意されたオプションの PCI ボードです。 



本体の マ ザーボードには、 RAID コントローラが搭載されています。 マ ザーボー 
ド上の RAID コントローラを使用した内蔵いードディスクドライブの RAID 構築 
については EXPRESSBUILDER にあるオンラインドキュメントを参照してく 
ださい。 


このボードを取り付けると、本装置の 3.5 インチデバイスベイの八ードディスクドライブや才 
プシヨンの D に K 増設ユニットの八ードディスクドライブを「ディスクアレイ構成」で使用す 
ることができます。 


ディスクアレイ 
コント□-ラの機能 

機能の概要 

レペル 

RAID 日、1、日、10、日0の各 RAID レベルをサポート 

ホットプラグ 

システムが稼働している状態で八ードディスクドライブなどのデバイスをな 
換することができます。 

オートリピルド 

巧障した八ードディスクドライプを巧品の八ードディスクドライプに交換し 
た後、残りの八ードディスクドライブのデータか6巧障した八ードディスク 
ドライブが持っていたデータを自動的に復元します。 

エキスパンド 
キャパシティ 

稼働中のシステムを停止ずることなく八ードディスクドライブの増設をずる 
ことじより、ディスクアレイの使用可能領域皆論理ドライブを自動的に拡張 
しまず。 


を意事項 

ディスクアレイを構築する上でを意していただきたい点について説明します。 

• ディスクアレイコント□ーラボードは大変静電気に弱い電子部品でず。本体の金属フ 
レーム部分などに触れて身体の静電気を逃がしてからディスクアレイコント□ーラボー 
ドを取り扱ってください。また、ディスクアレイコント□—ラボードの端す部分や部品 
を素手で触ったり、ディスクアレイコント□-ラボードを直接机の上に置いたりしない 
で<ださい。静電気に関する説 S 月は114ページで詳しく説 S 月しています。 

• ディスクアレイ構成に変更する場合や、 RAID を変更する場合は，八ードディスクドラ 
イブを初期化します。ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブに大切な 
データがある場合は、バックアップを別の八ードディスクドライブにとってからボード 
の取り付けやディスクアレイの構築を行ってください。 

• ディスクアレイを構築するには2台じ(上の八ードディスクドライブが'必要です。 

• ディスクアレイとして使用する八ードディスクドライブはパックごとにディスク回転递 
度と容量が同じ八ードディスクドライブを使用してください。 

• ボードを取り付け6れるス□、ソトについては139ぺージを参照してください。 

• ディスクアレイコント□ー ラボードは本装置内部に最大4枚まで取り付けることができ 
ます。 
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• ディスクアレイコント□—ラボードを取り付けた本装置はディスクアレイ構成のさまざ 
まな RAID (Redundant Arrays of lnexpensive[lndependent] Disks) レベルを設定す 
ることができます。設定できる RAID やデータ転送递度、アレイ構成じついての詳細な 
説明は，添付の rEXPRESSBUILDERJ CD-ROM に格納されているオンラインドキュメ 
ント、またはディスクアレイコント□—ラに添付の説明書を参照してください。 

• ディスクアレイを構成ずると、ディスクの信頼性が向上するかわりにディスクアレイを 
構成する八ードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使用できる容量がルさ<なり 
まず。 

• BIOS ユーティリティ 「SETUP」 の rAdvancedJ メニューの 「PCI Configuration」 で 
取り付けたス□、ソト番号の 「PCI Slot n Option ROM (n はス□、ソト番号）」を 
「Enabled」 にしてください。 

• ディスクアレイコント□-ラボードを交換する場合 

ディスクアレイの構成情報（コンフィグレーシヨン情報）をディスクアレイコント □- 
ラボードにリストアしてください。リストアはコンフィグレーシヨンユーティリティを 
使用します。詳しくは、ディスクアレイコント□ーラに添付の説明書を参照してくださ 
し、ただし、ディスクアレイコント□-ラを巧あした場合は、それぞれのユーティリティ 
を使って新規でコンフィグレーシヨン情報を作成してください。 

• 複数のディスクアレイコント□-ラボードを搭載する場合、起動させたいシステムディ 
スクが接続されるディスクアレイコント□-ラボードは下表に示す PCI ス□、ソト番号で 
起動優先順位が一番高いス□ットに搭載してください。例えば、4枚のディスクアレイ 
コント□ーラボードを PCI ス□ット#1~#3、#61こ搭載した場合、システムディスクは 
PCI ス□、ソト#3に搭載したボードに接続しまず。 


PCI ス□ット番号 

起動順位 

PCI ス□、ソト#6 

2 

PCI ス□ット#5 

3 

PCI ス□、ソト#4 

4 

PCI ス□ット#3 

1 

PCI ス□、ソト#2 

5 

PCI ス□ット#1 

6 


内蔵ディスクをディスクアレイ構成にする場合 

RAID コント日ーラボードの取り付けの手順については、 「PCI ボード」 （138 ぺージ）およびを 
RAID コント□-ラボードに添付の説明書を参照してください。 

インタフェースケーブルは RAID コント□ーラボードに添付のケーブルを使用します。本体に 
取り付け6れていたケーブルは取りかし後、大切に保管してください。接続の詳細については 
を RAID コント□ーラボードに添付の説明書を参照してください。 

取り付け後は、 RAID コント□—ラボードのディスクアレイ B の S ユーティリティを使用して 
RAID の設定などをします。設をの詳細とその方法じついては，各 RAID コント□-ラボードに 
添付の説明書を参照して < ださい。 












144 オプシヨ ンの取り付け 


D 旧 K 増設ユニットをディスクアレイ構成にする場合 

N8141-36 D に K 増設ユニットは八ードディスクドライブを最大14台取り付けることのでき 
るき用の置体（キャビネット）です。 SCSI ディスクアレイコント□—ラ （N 8103 -80) を取 
り付けた本装置は D に K 増設ユニットを最大4台まで接続できますのに K 増設崖体についての 
詳しい説明については、「ケーブル接続」 （159 ページ）または D に K 増設ユニットの説明書を 
参照してください)。 


• □旧 K 増設ユニットには、 A- ドディスクドライブが添付されていませ 
ん。別を購入してくだをい。 

• D 旧 K 増設ユニットに接続ずるためには、本体をラックマウントタイプ 
にずるか、□旧 K 増設ユニットをタワータイプ（ぺデス!ルタイプ） 
にしてください。タイプの変更にはオプションのコンバージョンキット 
び必要でず。 

• N8103-8S ディスクアレイコントローラ (Och) は□旧 K 増設霞体に接 
続ずることびでをません。 


N814 1-36 D に K 増設ユニツトと接続するためには、次のいずれかのオプションケーブルがあ 
要でず。 


• K410-93(01) 増設崖体接続 SCSI ケープル 

• K410-93(03) 増設崖体接続 SCSI ケープル 

• K410-93(06) 増設崖体接続 SCSI ケープル 

D に K 増設ユニットを接続後、 SCSI ディスクアレイコント日ーラ （N 8103 -80) の「ディスク 
アレイコンフィグレーシヨンユーティリティ」を使って、 D に K 増設ユニットに搭載した八一 
ドディスクドライブをディスクアレイ構成に設定してください。設定の詳細とそのち法につい 
ては、 SCSI ディスクアレイコント□—ラ （N 8103 -80) に添付の説明書を参照してください。 

ディスクアレイ構成に設をすると、 SCSI ディスクアレイコント□-ラ （N 8103 -80) 配下に 
接続されている八ードディスクドライブのうちのどれかが故障してデータが破壊されても、 
SCSI ディスクアレイコント□—ラ(N8 103-80) が持つ「才ートリビルド」機能によってデー 
夕を復旧することができまず（電源が ON のまま巧障した八ードディスクドライブを交換(ホ、ソ 
トスワップ）してください)。 
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プ□セツヴ （ CPU ) 

標準装備の CPU (Intel Xeon Processor) に力□えて、もう1つ CPU を増設ずることができまず。 
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オプションの CPU の中には異なるレビジョン（ステッ ビング )のものが含まれ 
ている場合があります。異なるレビジョンの CPU を混をして取り付けた場合、 
Windows ではイベントビューアのシステムログに下のようなログが表示さ 
れますが、動作には問題ありません。 
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取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けまず。（図はわかりやすくするためにリテンションの一部を 
省略しています。） 


"~〇 CPU は大変静電気におい電モ部品でず。サーバの金属フレーム部分などに軸 
置3 れて身体の静電気を逃びしてか5巳 PU を取り巧ってください。また、 CPU の 
ピンを素手で軸ったり、 CPU を直接机の上に置いたりしないでください。静 
電気に関ずる説明は114ぺージで詳しく説明していまず。 


1 . 11日ぺージを参照して準備をする。 

2. :夕の部品を取り外ず。 

- サイドカバー (117 ぺージ参照） 

- CPU ダクトカバー (119 ぺージ参照) 


3. CPU ソケットの位置を確認する。 



レバーは止まるまで亮全に開いてくだをい。レバーは120度に(上開きまず。 



CPU の向きにミ主意して<ださい。 CPU とソケットは誤挿入を防止するために 
民エック I CPU とソケットじはピンマークがあります。 CPU とソケット側のピンマークを 
確認して正し<取り付けて<ださい。 
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7. ヒートシンクを CPU の上に置く。 


8. ヒートシンクをネジで固定する。 

ネジは、たすきがけの順序で4つを 
仮止めした後に本締めしてくださ 
い。 
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日.ヒートシンクがマザーボードと水平に取り付け5れていることを確認する。 


• 斜めに傾いているときは、いつたんヒートシンクを取り列してか5、ら 
ラー度取り付け直してください。 

水平に取り付け6れない原因には巧のことびちえ6れまず。 

- CPU び正しく取り付け5れていない。 

- ネジで完全に固定されていない。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


10. 取り外した部品を取り付ける。 


11.「 Advanced 」 メニューの 「Reset Confi 呂 uration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 


八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは177ページをご覧ください。 

1 2. Windows 環境のシステムで、1 CPU 構成の本装置に CPU を増設し、2つな上の 
CPU で運用する場合に L ソ下の手順を行ラ。 

デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライバが 「AC 円シングルプ□セ、ソサ 
PC」 になっている場合は 「ACPI マルチプ□、ソサ PC」 に変更し、メッセージに従っ 
て巧起動後、システムのアップデート （44 ページまたは75ページ）を行います。 


取りがし 

CPU を取り外ずときは、「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をした後、手順8 
〜4の逆の手順を行ってください。ヒートシンクはヒートシンクを水平にかしずらすようにし 
て動かしてから取り外してください（この後の「重要」の3項を参照してください)。 





• CPU の故障 1U がで取りがさないでください。 

• CPU #2に CPU を取り付けていない場合は、ダストカバーを取り付け 
ておいてください。ダストカバーは CPU のを却効果を高めるための適 
切なエアフ□一を起こずために必要な部材でず。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートが CPU に粘 
着している場合がありまず。ヒートシンクを取り外ず際は、をちに軽く 
回して、ヒートシンクが CPU か6離れたことを確認してか5巧ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取り夕 vr と CPU やソケッ 
卜を破損ずるおそれがありまず。 


CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 

1. SETUP を起動して 「 Main」—「Processor Settin 呂 s」—[Processor 
Retest 」 の順でメニューを選択し、取り外した CPU のエラー情報をクリアずる 
(176 ぺージ参照)。 

CPU を交換した場合 

「Main」一「Processor Settings」 の順でメニューを選択し、増設した CPU の ID お 
よび L2 Cache Size が正常になっていることを磕認ずる （176 ぺージ参照）。 

吕. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Confi 有 uration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは177ページをご覧ください。 
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DIMM 


DIMM (Dual Inline Memory Module) は、本体に取り付け 6 れているマザーボード上の DIMM 
ソケットに取り付けます。 

マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが8個あり、標準で 256MB の DIMM が2あ、 
DIMM#5 と#6に取り付けられています（標準で取り付けられている DIMM も交換ずることがで 
きまず）。 

DIMM は2枚単位で DIMM group #3^#2一#1^#4の順に取り付けまず。 


DIIMM group #4 


DIIMM group #3 


DIIMM group #2 


DIIMM group #1 



wO • DIMM は大変静電気に弱い電モ部品でず。装置の金属フレーム部分など 
圍3 に軸れて身体の静電気を逃がしてか6ボードを取り扱ってください。ま 

た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関ずる説明は114ページで詳しく 
説明していまず。 

• 齊社で指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなくサーバ本体が故障ずる 
おそれがありまず。また、これ6の製品び原因となった故障や破損につ 
いての修理は保証期間中でも有料となりまず。 

• マザーボードは DDR333 の DIMM をサボートしていまずが、 DIMM を 
巨枚 W 上搭載ずると DDR26 巨で動作しまず。 

• 容量の大きいメモリを DIMM グループ番号の小さいス□ット順に並べて 
ください。順序を守5ないと動作び不ま定になりまず。 

例えば、 4GB、 吕 GB、1GB、512MB (標準装備）のメモリを搭載ず 
る場合は、 DIMM group 1に 4G 日メモリ、 DIMM 色 roup #吕に吕 GB メ 
モリ、 DIMM 呂 roup 3に 1GB メモリ、 DIMM group #4に已1 2M 己メ 
モリを取り付けまず（標準装備のメモリを DIMM 宫 ro 叩#4に移動させ 
まず)。 



• メモリは最大1目 GB (2 GBX 8 枚）まで増設できます。 

• POST や ESMPRO 、 オフライン保をユーティリティのエラーメッセージ 
やエラーログでは DIMM コネクタのことを「グループ」と表示される場 
含があります。グループの後に示される番号は上図のコネクタ番号と一 
致しています。 

























































































150 オプションの取りがけ 


取り付け 

次の手順に従って DIMM を取り付けます。 





• インタリープ装置であるため、 Group 単にに吕枚の DIMM ボードを増設 
してください。1つの Group 内に異なった仕献の DIMM ボードを実装ず 
ると動作しません。 

* DIMM ボードの仕様は、 DIMM ボードに貼ってあるラベルに下記の内 
客で表示されていまず。 

(例） 333 MHz . Bufferred • 已1 2 M 日•□ウアドレス12ビット- 
カラムアドレス 10 ビット- Single side の場合 
333 / B / 512 / R 12 CIO S 

I 

Single side 

カラムアドレス10ビット 
□ウアドレス12ビット 

容量 

Bufferred 

周波数 

• オペレーティングシステムがサポートずる最大メモリ容量は次のとおり 
でず。 

また、チップセットの仕様などにより PCI リソース領域として約 
7已 0 MB のメモリを使用ずるため、実際に使用できるメモリ容量は搭載 
メモリ容量よりも小さくなることがありまず（搭載ずる PCI 力ードの種 
類や枚数によってもを少の変動びありまず)。 

— Windows Server 2003, Standard Edition/Windows 2000 
Server/Red Hat Enterprise Linux ES 2.1 /MIRACLE 
LINUX Standard Edition V 2.1 (4 GB メモリヴポート） 

搭載メモリ〜 3 GB : 搭載メモリ容量と同じ容量を使巧可能 
搭載メモリ3.己〜 4 GB : 約 3.3 GB を使用可能 

— Windows 2000 Advanced Server/Red Hat Enterprise 
Linux ES 3 (8 GB メモリヴポート） 

搭載メモリ〜 7 GB : 搭載メモリ容量と同じ容量を使用可能 
搭載メモリ.日〜 8 GB : 約 7.3 GB を使用可能 

— Windows Server 2003, Enterprise Edition/Red Hat 

Enterprise Linux AS 3 ( EM 64 T ) (32 GB メモリ jy 上サボート） 
搭載メモリ〜 16 GB : 搭載メモリ客量と同じ容量を使用可能 


1 . 11巨ぺージを参照して準備をする。 

2. サイドカバーを取り外ず （ 117ページ参照)。 

3. DIMM を取り付けるソケットを確認する。 
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4. DIMM をソケットにまっすぐ}甲し 
込む。 



^ DIMM の向きにま意してください。 DIMM の端す側には誤挿入を防止ずるため 
巨巧] の切 y かきがありまず。 


DIMM が DIMM ソケットに差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 


□11\/11\/1は2权1組で取り付けてください。また同一仕様のメモ U セット使用し 
てください。メモ U の仕様はメモ U に目占付けされているラベルに ly 下の内容で 
表示されていまず。 

(例） 333 MHz • 己 ufferred • 已1吕1\/1日 . □ウアドレス12ビット ■ 
カラムアドレス10ビット - Single side の場合 
333 / B /已12 / R 12 CIO S 

I 

Single side 

カラムアドレス 10 ビット 
□ウアドレス 12 ビット 

容量 
Bufferr 色 d 
周波数 


已.取り外した部品を取り付ける。 

6. 本体の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する 0 


エラー;<、ソセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、106ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

7. SETUP を起動して 「 Advanced 」一 「Memory Confi 吕 uration 」 の順でメニユ ー 
を選択し、増設した DIMM のステータス表示が 「 Normal 」 になっていることを確 
認する （179 ぺージ参照)。 


8. 「 Advanced 」 メニューの 「Reset Confi 呂 uration Data 」 を 「 Yes 」 にずる。 


八ードウエアの構成情報を更新ずるためです。詳しくは177ぺージをご覽ください。 

9. Windows Server 2日日 3 /Windows 20日日を使用している場は、ぺージング 
ファイルサイズを推奨値（搭載メモリ X 1.5) 政上に設定ずる (Windows Server 
2003は38ぺージ '、 Windows 2000は69ページ'を参 P 頂)。 




















1 己 2 オプションの取りがけ 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 





• 故障した DIMM を取り外す場含は、 POST や ESMPRO で表示されるエ 
ラーメッセージを磕認して、取りがけている DIMM ソケット （ Group ) 
を磕認してください。 

• DIMM は最低2枚措載されていないと本体装置は動作しません。 


1 . 116ぺージを参照して準備をする。 

2. 117ぺージを参照してサイドカバーを取り外す。 


3. 取り外す DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

□ックが解除され DIMM を取り外 
せます。 

4. 手順2で取り列した部品を取り付 
ける。 



日.本装置の電源を日 N にして POST でエラーメッセージが表示されていないことを確 
認ずる。 

エラーメッセージが表示された場合は、、ソセージを^モした後、1日目ページのエ 
ラーメッセージー覧を参照してください。 

6. SETUP を起動して 「 Advanced 」一「 MemoryConfi 呂 uration 」一 「Memory 
Retest 」 の順でメニューを選択し、取り外した DIMM のエラー情報をク U アする 
(179 ページ参照)。 


「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Confi 呂 uration DataJ を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは177ページをご覧ください。 
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に MB コネクタ 

Intelligent Chassis Management Bus (ICMB) を追力□ずることで複数のサーバ闇での制御 • 
管理ができるようになりまず。 


取り付け 


に M 目コネクタは PCI バスス□、ソトか背面の 
I/O パネルに直接取り付けることができま 
ず。 

に M 目コネクタに標準で取り付けられてい 
るブラケットをに M 目コネクタに添付の PCI 
パネルに取り換えまず。 PCI パネルには□一 
プ□ファイルとフル八イトの2つの形状が 
ありまず。本装置では、フル八イトの PCI パ 
ネルを使用しまず。 



取り付け I / O パネル 



取り外した増設ス□ットカバーは大切に保管しておいてくださし、。 


接続 

取り付け後、に MB コネクタに添付のに MB 内部ケーブルをマザーボード上のに MB コネクタに 
接続してください。接続位置については、別売のリモートマネージメントカードの説明書を参 
照してください。 

サーバ圍の接続には、別売のに MB ケーブルを使用します。使用できるケーブルについては、 
保守サービス会社またはお買い巧めの販売店にお問い合わせください。 


取り外し 


「取り付け」で示ず手順の逆の手順で取り外すことができます。 

























1 已 4 オプションの取り付け 
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リ モー トマ ネー シ 
メントつネクタ 




E： 


リモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマネージ 
メントカード ( RMC ) 

リ モー ト マネー ジメント カー ド/アドバンスドリ モー ト マネー ジメント カー ド(この項では 
「RMC」 と呼びます)は，業界標準のサーバマネージメントインタフエースである口 Ml1.5 準 
拠のベースボードマネージメントコント□ーラ旧 MC) を搭載した本体管理用の拡張力ードで 
ず。 RMC を装着すると次の機能が力□わります。 

• 電源ユニットの監視 

• 温度/電圧/ FAN の監視 

• 本体前面の STATUS ランプじよる状態表示の2ページ） 

• DianaScope による LAN/WAN 経由でのリモート制御（本体装置のリセット、電源 ON/ 
OFF、 システムイベント□グ (SEL) の殖認など） 

• ESMPRO を利用した本体管理.監視.通報機能の化張（詳細は3ぺージを参照） 

RMC は大変静電気に-弱い電子部品でず。本体の金属フレーム部分などに触れ 
て身体の静電気を逃びしてか5取り巧ってください。また、 RMC の端子部分 
や部品を素手で邮ったり、 RMC を直接机の上に置いたりしないでください。静 
電気に関ずる説則ま114ぺージで詳しく説明していまず。 
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取り付け 


次の手順で取り付けまず。ここではリモートマネージメントカードの取り付けを中ムに説日月 
します。アドバンスドリモートマネージメントカードの取り付けじついては、アドバンスド 
リモートマネージメントカードに添付の説明書を参照してください（'必要に応じて t (下の手 
順で电説 S 月やを意事項を記載しています）。 


1. 116ぺージを参照して準備ずる。 


2. RMC の裏面に緩衝材を取り付け 
る。 


RMC の裏面にある端子がマザー 
ボードに接触しないよう均等にお 
り付けてください。 

RMC の説明書にちおり付けに関 
する説 B 月が記載されていることが 
あります。併せて参照してくださ 
い。 



3. RMC を斜めにしなが5差し込み 
まず。 


RMC の端子部にあるキース □、ソ 
卜をマザーボードの RMC コネク 
夕のキーを合わせて差し込む。 




已.コネクタ左ちにあるレバーで 
RMC が固定されていることを確 
認ずる。 
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6. < アド V じ/スド1」 モー ト マネー ジ 

メントカードの場合のみ> 

管理用ネットワークカードを組み 
立てた後、本体背面の I / O バネル 
に取り付け、アドバンスドリモー 
トマネー ジメン 卜力ードに添付の 
ケープルでアドバンスドリモート 
マネージメントカードと管理用 
ネットワークカードを接続する。 



使用できるス□ットについては 「PCI ボード」 （138 ページ）を参照してください。 
本装置では一番上のス□、ソトを使用することをお勧めします （PCI ボードで使用し 
ない スロッ トです)。 

ケーブルを接続後、上図のようにマザーボード側にはわせてルーティングしてくだ 
さい。正しくルーティングしていないと，周囲のボードや電子部品に接触し，誤動 
作の原因となります。また PCI ボードを取り付けている場合、ケーブルは PCI ボー 
ドの下を通して < ださい。 


PCI ボードの取り付けの際にケープルを巧まないよう十分を意してくださし、。 


ス本体を組み立てる。 

8. 本体の電源を ON にして POST 画面で L ソ下におすメッセージ L ソかのエラーが表おさ 
れていないことを確認する。 

H/W Configuration of BMC is corrupted . 

! [Update BMC H/W Configuration by configuration tool ! ! 

! [Refer to BMC configuration manual ! ! 

POST のエラーメッセージの詳細じついては 266 ぺージを参照してください。 

9. EXPRESSBUILDER を CD-ROM ドライプにセットして 、 EXPRESSBUILDER 
か5起動した後、ツールメニューの「1」モートマネージメントカード/アドバンス 
ド1」モートマネージメントカードの初期設定」を選択してファームウエアをアップ 
□-ドする。 


詳しくは217ぺージを参照してください。 

10. SETUP を起動して 「 Server 」 メニユーの 「System Mana 呂 ement 」 に BIOS の 
バージョン情報に加えて 「 IPMI 」 に関する項目などが表示されていることを確認 
ずる。 


表示されていない場合はリモートマネージメントカード/アドバンスドリモートマ 
ネージメントカードを取り付け直してください。 


11.「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Confi 呂 uration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは177ページをご覧くださ 
い。 

























ハードウエア編 157 


取りがし 


12. EXPRESSBUILDER を使ってシステムのバックアップをとる。 


故障による交換の際は、保守サービス会社に連結して、保守員の指示に従って 
操作してください。 



システム情報のバックアップの方法については45ぺージ、または7目ぺージで説 
明しています。なお、リストア （復旧） は作業を熟知したイ呆巧員切外は行わな 
いでくださし、。 


13.くアドバンスドリモートマネージメントカードの場合のみ> 

RMC を介して KVM コンソールを利用したリモート操作をする場合は、グラフィック 
スアクセラレータドライバのアップデートをずる。 

Windows Server 2003の場合は36ぺージを、 Windows 2000の場合はのぺージを 
参照してください。 



アドバンスドリモートマネージメントカード用のグラフィックスアクセラ 
レータにアップデートすると、 KMV コンソールで表示する解像度やリフレッ 
シュレートに制限ができます。詳しくはアドバンスドリモートマネージメント 
力ー ドの説明書を参照してくださし、。 


14. ESMPR 日/ ServerA 呂 ent をインス I ルしている場合は更新インス I ルし直 
す。 


本体の情報を正しく操取ずるためです。必ず更新インス I ルしてください。 


1. 116ページを参照し、準備ずる。 





電源コードを本体か6取りがした後、約曰秒ほど待ってか5作業を続けてくだ 
さし V 電源コードを取りがしてか53〜4秒ほど RMC は動作を続けている場合 
がありまず。 RMC の動作が売全に停止してか5作業を続けてください。 


2. くアドノくンスドリモート マネー ジメント カー ドの場合のみ> 

管理用ネットワークカードとアドバンスドリモートマネージメントカードを接続し 
ているケープルを取り外し、管理用ネットワークカードを取り外す。 










1 己 8 オプションの取りがけ 


3. RMC コネクタの両側にあるク 
リップを開く。 

RMC の□ックが解除されます。 

4. RMC をコネクタか6抜き取る。 

日. SETUP を起動して 「 Server 」 メ 
ニユー(こ 「Event Lo 呂 
ConfigurationJ の項目が表示さ 
れていないことを確認する。 

RMC を取り外ずとその他一部の 
^ニューや情報が表示-操作でき 
な<な^ます。 



6. 「 Advanced 」 メニユーの 「Reset Confi 吕 uration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは177ページをご覧くださ 
い。 

7. ESMPR 日/ ServerA 邑 ent をインス I -- ルしている場合は更新インス I -- ルし直 
す。 


本体の情報を正しく操取するためです。必ず更新インストールしてください。 
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ケーブル接続 

本装置のケーブル接続を示します。 


インタ フエー スケーブル 


装置内部および装置外部とのインタフェースケーブルの接続の一例を示します。 

標準構成 

標準構成での接続例です。マザーボード上の SCSI #A コネクタは八ードディスクドライブを搭 
載する八ードディスクドライブベイに接続されています。 

SCSI 祀コネクタは 5.25 インチデバイスベイに搭載ずる SCSI オプション機器のためのコネク 
夕です。 


PCI 掘 
PCIe # 巳 
PCIeM 
PCI - X #3 
PCI - X #2 
PCI #1 



5.25 インチ 
デバイスベイ 


3.已インチ 
八ードディスク 
ベイ 

"ードディスク 
はオフシ ヨン。 


= SCSI ケースレ 

フ□ッピーディスクドライブケープル 


IDE ケーブル 




































































160 ケープル接続 


HostRAID 


兀ッヒ。ずイスク 
ドライ〕’ 


の己 
ID 4 
ID 3 
ID 2 
ID 1 
IDO 


r 1=^ 

い ■ I_I 

[ ] 

CD-ROM 
「 オプション 


PCI - X #6 
PCIe # 已 
PCIe #4 
PCI - X #3 
PCI - X #2 
PCI #1 


マヴーボード 


HDD デバイス 
増設キット 


ディスクアレイ 


SCSI ケープル 

フ□ッピーディスクドライプケープル 


IDE ケーブル 


内蔵八ードディスクドライブをディスクアレイ構成にずる場合 

マザーボード上にある RAID コント□-ラおよびオプシヨンの RAID コント□-ラの利用じよ 
りさまざまな構成パターンがありまず。 


マザーボード上の RAID コント□-ラの利用 

マザーボード上の SCSI コネクタは内部の SCSI コント□-ラに接続されていまず。このコント 
□-ラは RAID を制御することもできます ( HostRAID ) 〇 

また、オプシヨンの HDD デバイス増設キットを 5.25 インチデバイスベイに接続し，マザーボー 
ド上の SCSI コネクタ （ SCSI # B ) に接続することで本装置は最大9台の八ードディスクドライ 
ブを搭載ずることもできます。また、 HDD デバイス増設キットに搭載された八ードディスク 
ドライブは，マザーボード上の RAID コント□-ラによってディスクアレイを構築することも 
できます。 

HostRAID がサポートしている RAID レベルは RAID 0 と RAID 1 でず。コンフィグレーシヨンの 
手順についてはオンラインドキュメントを参照してください。 


う，わ IS3S(00)V89-0L 々 >I 


aiV 正 1S0H/IS3S せ化 


L 璧 S3S I 


岂 I 


を V •富こ 
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オプションの RAID コント□-ラ （ N 8103 -80/81) の利用 

オプションの N 8103 -80/81 ディスクアレイコント □- ラは RAID 0/ RAID 1/ RAID 己をサポー 
卜した PCI ボードです。ディスクアレイコント□—ラに接続された八ードディスクドライブべ 
イはディスクアレイドライブとして動作しまず。 

八ードディスクドライブベイが接続されていた SCSI # A コネクタは、 HDD デバイス増設キッ 
卜（オプション）の制御に使用することができます。また、コネクタ（チャネル）を2つ持つ 
N 8103 -81 ディスクアレイコント□—ラの場合は、もう一方のチャネルを HDD デバイス増設 
キットまたは外がけの D に K 増設崖体に接続して2つのディスクアレイドライブを運用するこ 
とができるようじなります。 


PCI - X #6 
PCIe # 已 
PCIe #4 
PCI - X #3 
PCI - X #2 
PCI #1 


マヴーボード 


K 41 日-日 8 A (日日） SCSI ケープル 


I N 8 103-81 


1 


1 

1 

CD-ROM 

ファイルデ/(イス 


- ISCSI # A ] 


兀ッヒテ’イスク 
ドライア 


の巳 
ID 4 
ID 3 
ID 2 
ID 1 
ID 0 


HDD デバイス 
増設キット 


ディスクアレイ 


= SCSI ケープル 
-フ□ッピーディスクドライプケープル 


IDE ケーブル 
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兀ッピう’イスク 
ドライつ’ 


ファイルデバイス 


CD-ROM 


マヴーボード 


I N 8 103-65/56 


I N 8 103-86 


HSCSI # A ] 


ID 己 
ID 4 
ID 3 
ID 2 
ID 1 
IDO 


オプションの RAID コント□-ラ（ N 81日 3-86) の利用 

オプションの N 8103 -8 目ディスクアレイコント□ーラ （ Och ) はマザーボード上の SCSI コネ 
クタを介して接続された八ードディスクドライプベイを RAID 0/ RAID 1/ RAID 目で制御ずる 
PCI ボードです。ディスクアレイコント□ーラに接続されたハードディスクドライブベイは 
ディスクアレイドライブとして動作します。 


HDD デバイス 
増設キット 


ディスクアレイ 


SCSI ケーブル 

フ□ッピーディスクドライプケープル 


IDE ケーフル 


マザーボード上の SCSI # A コネクタと SCSI 祀コネクタは、 N 8103 -86 ディスクアレイコント 
□ーラ （ Och ) で制御されていまずが、 SCSI ファイルデバイスを接続巧能です。本体に HDD 
デバイス増設キットおよび SCSI ファイルデバイスを増設する場合は、オプションの N 8103- 
56/65 SCSI コント□-ラが'必要となります。 


1 でわ i(00)<89-0L 々 >l 
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内蔵 SCSI ファイルデバイスを搭載した場合 

内蔵 SCSI ファイルデバイスを搭載する場合は、 SCSI 祀コネクタに接続された SCSI ケーブル 
を使用しまず。 


W -0 搭載できる SCSI デバイスは2台まででず。 


SCSI ID は國のとおりとしてください。終端抵抓ま SCSI チェーン接続で一番最後に接続される 
デバイスに対して設定（有効/無効）します。途中のデバイスはすべて「無効」に設定してく 
ださい。内蔵 SCSI ケーブルによっては、終端コネクタが取り付けられている場合があります。 
SCSI ケーブルで終端されている場合は、接続しているデバイスずベて終端の設定を「無効」 
にしてください。各種設定については、デパイスに添付の説明書を参照してください。 

ファイルデバイスは、 SCSI 転送レートの設定などをしておく必要があります。転送レートに 
ついてはデパイスに添付の説明書を参照してください。設定は、 SCSI コント□ーラの BIOS 
ユーティリティを使用しまず。詳しくは、 SCSI コント□-ラに添付の説明書を参照してくだ 
さい。 



己25インチ 
デバイスベイ 


3.5 インチ 
ノ、ー ドディスク 
ベイ 


SCSI ケーブル 

フ□ッピーディスクドライプケーブル 


IDE ケーフル 
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内蔵 DVD - RAM ドライブを搭載した場合 

内蔵 DVD - RAM ドライブは、 IDE デパイスのオプションです。本装圖こ1台搭載することができ 
ます。 

内蔵 DVD - RAM ドライブを搭載ずる場合は、標準装備の CD - ROM ドライブのス□、ソトへ搭載し 
ます。 

内蔵 DVD - RAM ドライブの動作モードは 「 SLAVE 」 に設ちします（標準装備の CD - ROM ドラ 
イブは 「 MASTER 」 I こ設定:されていまず)。 

ケーブルは、マザーボード上の IDE コネクタに接続されているケーブルを内蔵 DVD - RAM ドラ 
イブ、 CD - ROM ドライブの順番で接続しまず。 


PCI - X #6 
PCIe # 日 
PCIe #4 
PCI - X #3 
PCI - X #2 
PCI #1 



己 2 己インチ 
デバイスベイ 


3.5 インチ 
ノ、ー ドディスク 
ベイ 


SCSI ケープル 

フ□ッピーディスクドライプケープル 


IDE ケーブル 
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外付け SCSI 機器との接続 

タト付けの SCSI 機器と接続するためじは、オプションの SCSI コント□-ラ （ N 8103-的/56/ 
7己）と SCSI ケーブルが別途必要です。 

SCSI ID は重複しないように各デパイスの設ををしてください。最後に接続されるデバイスに 
は終端の設定をしてください（何も接続しない場合、背面のコネクタに終端抵抗を取り付ける 
あ要はありません）。ケーブル長は、内部のケーブルを合わせて最大 3 mJ ; J 下になるようにして 
ください。 


SCS 職器へ 



己.25インチ 
デバイスベイ 


3.巳インチ 
ノ、ードディスク 
ベイ 


= SCSI ケーブル 
-フ□ツピーディスクドライブケープル 


IDE ケーブル 
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D 旧 K 増設ユニットと①接続/最大構成のときの接続 

外付けの SCSI 八ードディスクドライブ用キャビネットのに K 増設ユニット」と本装置を接続 
ずるためには、ディスクアレイコント日ーラ （ N 8103 -81) がを要です。 


W -0 □旧 K 増設ユニットに接続ずるためには、本体をラックマウントタイプにずる 
■to か、□旧 K 増設ユニットをタワータイプ（ぺデストールタイプ）にしてくださ 
し1。タイプの変更には別売のコンバージョンキットび必要でず。 


ディスクアレイコント□-ラボードを搭載した本装置と接続できる D に K 増設崖術ま、 N 8141- 
36 D に K 増設ユニット （1 台あたりの八ードディスクドライブ搭載台数：14台、最大接続台数: 
2台）でず。 

本体内部に9台の八ードディスクドライブと，日台の N 814 1-36 D に K 増設ユニット （1 台あた 
りの八ードディスクドライブ搭載台数：14台）で、最大121台の八ードディスクドライブを接 
続することができます。 


D に K 増設 ユニッ トを接続するために SCSI ディスクアレイ コント□-ラボー ドが4枚あ要で 
す。 

本装置で搭載できる SCSI ディスクアレイコント□ー ラボードの最大枚数は4枚のため、この構 
成では、八ードディスクドライブベイと HDD デバイス増設キットに搭載した目台は、マザー 
ボード上の RAID コント□-ラによって RAID 0 または RAID 1 のディスクアレイか、単体 SCSI と 
して使用します。 


< N 8103 -81 配下 > 



HDD デバイス 
垣設丰ット 


ディスクアレイ 
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電源ケーブル 


本体内蔵の電源ユニットの電源ケーブルにはコネクタ番号が巧刷されています (Pnn - nn : 数 


字）。コネクタ番号と接続される内蔵デバイスは(下のとおりです。 

N 8100 -94 1/941 A 



己25インチ 
デバイスベイ 


3.己インチ 
ノ、ー ドディスク 
ベイ 


N 81 00-942/942 A /943/943 A 



已ぶ巳インチ 
デバイスベイ 


3.己インチ 
ノ、ー ドディスク 
ベイ 


電源ケーブル 
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BIOS のセットアップ 


Basic Input Output System ( BIOS ) の設定方法について説日月します。 

導人時やオプションの増設/取りかし時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設を 
してください。 


システム BIOS ( SETUP ) 


SETUP は八ードウエアの基本設定をするためのユーティリティ、ソールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てち実行できます。 

SETUP で設定される内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設定していまずのでほとんど 
の場合において SETUP を使用ずる必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 


• SETUP の操作は、システム管理ち（アドミニストレータ）び巧つてく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定ずることができまず。パスワードには、 
「 SupervisorJ と fUserJ の2つのレベルがありまず。に upervisorj 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、ずべての項目の変 
要ができまず。 「 Administrator 」 のパスワードが設定されている場合、 
「 User 」 レベルのパスワードでは、設定の客を変更できる項目が限5れ 
まず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルずる前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、最新のパ’ージョンがインス!ルされてい 
まず。このため設定画面が本書で説明しているの客と異なる場合があり 
まず。設定項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守ヴー 
ビス会社に問い合わせてください。 

• SETUP 起動した時には Ex けメニューまたはく Esc 〉、< F 10> キーでお、 
ず終了してください。 SETUP を起動したげ態でパワーオフ、リセット 
を行った場合には SETUP の設定び正しく更新されないことびありまず。 


起動 

本体の電源を ON にずるとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行巧 
容が表示されます。 「 NEC 」 □ゴが表示された場合は、 < Esc > キーを押してください。 

しば6くすると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press < F 2> to enter SETUP 


ここでく F もキーを押ずと、 SETUP が起動して Main メニュー画面を表示しまず。 
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前に SETUP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを人力する画面が表 
示されまず。パスワードを入力してください。 


Enter passuordill J 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません）。電源を OFF じしてください。 



パスワードには、 「 S 叩 ervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をのが態を巧認したり、それらを 
をちしたりすることができます。 「 User 」 では、巧認できる設まや、変更でき 
る設をに制限があります。 


キーと画面の説明 

キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作します（キーの機能については、画面下にも 
表示されていまず）。 


サフメニューが、 
あることを示す 


、 

► System 



設定項目 


• Console Redirectio 


: NMI ( 
: NMI ( 


I PERR : 
I SERR : 



現在表示しているメニューを示す 


オンライン 
,ヘルプ 
ウインドウ 


Item Specific Help 


キーの機能説明 


Help t i Select Item \ - /+ Change ' 

Exit j '--*• Select Menu 

パラメータ（選がすると女字が反馬する*) 


* 自動的にコンフィグレーションされたものや横化されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により変更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


□ カーソルキー （ t 、 1) 


画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されていまず。 


□ カーソルキー^卜 、 -*) 

Main や Advanced 、 Security 、 Server . Boot 、 Exit などのメニューを選択しまず。 

□ く一 >キー/く十 >キー 

選択している項目の値（パラ^ータ）を変更しまず。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ く Ente 「> キー 

選択したパラメータの決定を巧うときに押します。 
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□ < Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保をせずに S 口 UP を終了します。 

□ < F 9> キー 

現在表示している項目のパラメータをデフォルトのパラメータに戻します地荷時 
のパラメータと異なる場合がありまず)。 

□ <F10>+- 

SETUP の設定内容を保存し、 SETUP を終了します。 


設定例 

次にソフトウェアと連携した機能や、システムとして運用するときじあ要となる機能の設走例 
を TT ： しまで。 


日付-時刻関連 


「 M 却 n 」 一 「System iime」、「System Date 」 



「 ESMPRO / ServerMana 呂 er 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御ずる 

rAdvancedJ ^ f Advanced Chipset Control」^「Wake On Lan / PME 」 一 「 Enabled 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

一 UPS から電源が供給されたら常に電源を日 N させる 
「 Server 」 ^ 「 AC - UNK 」 一 「Power On 」 

- POWER スイ、ソチを使って日 FR こしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
OFF のままにする 

「 Server 」 ^ 「 AC - UNK 」 一 [Last State 」 

一 UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにずる 
「 Server 」 ^ 「 AC - LINK 」 一 ["Stays Off 」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」 ^起動順库を設をする 

POST の実行内容を表示ずる 

「 Advanced 」 ^ 「 Boot-time Diagnost に screen 」 ^ 「 Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中に < Esc > キーを押しても表示させることができます。 
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00000000 



回 ◎回 


’□© 



刖旧側 

Processor 1 


Processor 2 





口 


I ミじ巧; i : i | 丘 


□ 


苛 


3 ロロ ロロ こ 
〕ロロ G 


マザーボード 

メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアずる 

「 Advanced」 ^ 「Memory Configuration 」 一 「Memory Retest 」 リプートするとク 
リアされる 


背面側 


DIMM #8 
DIMM #7 
DIMM #6 
DIMM #5 
DIMM #4 
DIMM #3 

DIMM #2 
DIMM#1 



リモートウェイクアップ機能を利用ずる 


モデムから： 


LAN から： 


PCI デバイスから 


RTC のアラームから 


「 Advanced 」 一 fAdvanced Chipset ControlJ 
「Wake on Ring 」 一 「 Enabled 」 

「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control J 
「Wake on LAN / PME 」 一 「 Enabled 」 

「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control J 
「Wake on LAN / PME 」 一 「 Enabled 」 

「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control J 
「Wake on RTC Alarm 」 一 「 Enabled 」 


HW コンソール端末か S 制御ずる 

「 Server 」 一 「Console Redirection 」 一若れぞれの設定をする 


メモ U 関連 


搭載しているメモ U ( DIMM ) の状態を確認ずる 

「 Advanced 」 一 「 MemoryConfiguration 」 一 「 Group # n 」 -►表示を確認ずる ( n : 1~3) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 
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CPU 関連 


搭載している CPU のげ態を確認ずる 

「Main」 一 [Processor Settings] 一 表示を確 f 忍する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は前ページの図のよ 
うに対応していまず。 

CPU のエラー情報をクリアずる 

「Main」 一 [Processor Settings」 一 [Processor Retest」 一 「Yes」 一再起動すると 
クリアされる 


キーボード関連 


Numlock を設定ずる 

「Advanced」 一 「Numlock」 一 fOnJ 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアずる（オプションのリモートマネージメントカード/アドバンス 
ドリモートマネージメントカードを装着時） 

「Server」 一 「System Management」 一 「Event Log Configuration」 ^ 「Clear All Event 
Logs」^ く Enter> キーを押して 「Yes」 を選択ずるとクリアされる 



BIOS レベルでのパスワードを設定ずる 

「Security」 一 「Set Supervisor Password」 ^ パスワードを入力する 

管理者パスワード (Administrator ). ユーザーパスワード ( User) の順に設定しまず。 

セキュアモードを設定ずる 

「Security」 一 「Set User Password」 ーパスワードを人力する 
「Security」 一 「Secure Mode Boot」 一 「Enabled」 ぞれぞれを設定ずる 


が付けデバイス関連 


10ポートにがずる設定をずる 

「Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 一それぞれのにポートに対して設定をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに巧ずる設定をずる 

rAdvancedJ ^ 「PCI Configuration」 一それぞれのデバイスじ対して設定をする 

ディスクアレイコント□ーラボードを取り付ける 

rAdvancedJ ^ 「PCI Configuration」 一 「PCI Slot n Option ROM」 一 「Enabled」 
n: PCI ス□、ソトの審号 

J \- ドウエアの構成情報をクリアずる（内蔵デバイスの取り付け/取りがしのを） 

「Advanced」 一 「Reset Configuration Data」 一 「Yes」 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保巧ずる 

「Exit」 一 「Exit saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄ずる 

「Exit」 一 「Exit Discanding Changes」 または 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻ず（出荷時の設定とは異なる場合びありまず) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 


パラメータと説明 

SETUP には大きく 6種類のメニューがありまず。 

• Main メニュー 

• Advanced メニュ ー 

• Security メ ニュー 

• Server メニユ ー 

• Boot メニュ ー 

• Ex けメニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設をができ 
ます。次Iこ画面に表示される;< ニュー別に設定できる機能やパラ;< ータ、化荷時の設定を説明 
をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、違択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 


System Time : 

皿 18:58] 

System Date : 

[08/01/2004] 

Legacy Diskette A : 

[1.44/1.25 MB 

Legacy Diskette B : 

[DisabLed] 

Hard Disk Pre-DeLay: 

[DisabLed] 

> Primary IDE Master 

[CD-ROM] 

> Primary IDE Slave 

[None] 

> Secondary IDE Master 

[None] 

> Secondary IDE Slave 

[None] 


> Serial ATA Channel 0 Master 

► Serial ATA Channel 1 Master 


/31?"] 


Item Specific HeLp 


<Tab>, <Shift-Tab>, or 
<Enter> selects fieLd. 


► Processor Settings 
Language : 


[English (US)] 


FI HeLp t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Main^ ニューの画面上で設定できる項目とその機能を示しまず。 


頂目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設ををします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日がの設ををしまず。 

Legacy Diskette A 

Legacy Diskette B 

Disabled 

360kb 5 V 4 

1.2MB 5 I /4 

720 kb 3 1/2 

1.44/1.25MB 3 V 2 
2.88MB 3 I /2 

フ □ 、ソピーディスクドライブ A ( 標準装備） 

と巨（本装置では未サポート）の設定をしま 
ず。 

Legacy Diskette A: [1.44/1.25MB 3 V 2 ] 
Legacy Diskette B ： [Disabled] 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセスず 
る時[こ設をされた時間だけ待ち合わせを巧 
いまず。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 

Serial ATA Channel 0 

Master 

Serial ATA Channel 1 

Master 


それぞれのチャネルじ接続されているデパ 
イスの情報をサブメニューで表示します。 

一部設をを蛮要できる項目がありまずが、 

化荷時の設定のままじしておいてください。 

Processor Settings 


プ □ セ、ソサ (CPU ) に関する情報や設定をする 
画面を表示します 0 

Language 

[English(US)] 

Italiano 

Espanol 

Francais 

Deutsch 

SETUP で表示する言語を選択しまず。 


[]： 出荷時の設定 
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W "0 BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場含は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保营後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件（温度：10で〜3日で.湿度： 20%〜 
80%)か5列れた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してくださし、また、高い時刻の精 
度を要求ずるよラなシステムに組み込む場合は、タイムヴーバ （ NTP ヴーパ） 
などを利用して運用ずることをお勧めしまず。 

システム時計を調碧しても時間の経過と巧に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買い求めの販売店、またはな守サービス会社にな守を巧頼してください。 




17 巨 己の s のセットアップ 


Processor Settin 旨 s サブメニユ ー 

Main^ ニューで 「Processor Settings」 を選択ずると、下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 

Main 



Processor Settings 

Item Specific HeLp 

Processor 

Retest : 

C^] 

Select 'Yes' , BIOS wiLL 
clear historical 

Processor 

Speed : 

3.20 GHz 

processor status and 
retest aL し processors 

Processor 

1 CPUID : 

0F34 

on next boot. 

Processor 

1 L2 Cache : 

1024 KB 


Processor 

2 CPUID : 

0F34 


Processor 

2 L2 Cache : 

1024 KB 


Hyper-Threading Technology : 

[Enabled] 



FI Help T i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プ □セ、 ソサの エラー 情報をクリアし、次回 
起動時じずベてのプ □セ、 ソサに対してテス 
卜を行いまず。このオプションは次◎起動 
禮じ自動的に 「 No 」 に切り替わりまず。 

Processor Speed 


搭載しているプ □ セ、ソサのク□ック速度を 
表示します。 

Processor 1 CPU ID 


数値の場合はプ □ セ、ソサ1の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ □ セ、ソサの故 ! 璋 、 「Not 
Installed 」 は取りがけられていないことを示 
しまず（表示のみ)。 

Processor1 L2 Cache 


プ □ セ、ソサ1のキャッシュサイズを表示しま 
す（表示のみ)。 

Processor 2 CPU ID 


数値の場合はプ □ セ、ソサ2の ID を示しまず。 
「 Disabled 」 はプ □ セ、ソサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取りがけられていないことを示 
しまず（表示のみ)。 

Processor 2 L2 Cache 


プ □ セ、ソサ2のキャッシュサイズを表示しま 
す（表示のみ)。 

Hyper-Threading 

Technology 

Disabled 

[Enabled] 

プ □セツ サの Hyper-Threading 

Technology™ の有効 / お効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、違択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
示されまず。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 




Item Specific HeLp 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Conriguraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen : 

[Enabled^ 


Reset Configuration Data : 

[No] 


NumLock : 

[Auto] 


Memory/Processor Error : 

[Boot] 



F1 Help T I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

Disabled 

[Enabled] 

「 Enabled 」 に設をすると， POST の内容を 
画面に表示しまず。 「 Disabled 」 じ設ちずる 
と NEC □ ゴで POST の表示を隱します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 じ設 
をできません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(POST で記憶している 
システム情報 ) をクリアずるときは 「 Yes 」 

[ こ設をしまず。装置の起動後じこのパラ 
メータは 「 No 」 に切り替わります。 

NumLock 

[Auto] 

On 

Off 

システム起動樹こ Numlock の有効/無効を設 
をします。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST でメモリまたはプ□セツサに異常を横化 
した際の POST 終了後の動作を選択しまず。 
「 Boot 」 でオペレーティングシステムをそのま 
ま起動しまず。 「 Halt 」 で動作を停止しまず。 


[]： 化荷時の設定 


wO Reset Configuration Da ねを 「 YesJ に設定ずると、プートデバイスの情報 
ito もクリアされまず。 ResetConfi 呂 Da ねを 「 Yes 」 に設定ずる前に、必ず設 
定されているプートデバイスの順番を記録し 、 Exit Savin 旨 Chan 旨 es で再起 
動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番を設定 
し直してください。 
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Memory Confi 旨 uration サブ メニユ ー 

Advanced メニューで 「Memory Configuration」 を選択すると、 ]:> (下の画面が表示されます0 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Memory ConTiguration 

Item Specific Help 

System Memory : 624 KB 

Extended Memory : 3668488 KB 

DIMM Group が Status : Normal 

DIMM Group #2 Status : Normal 

DIMM Group #3 Status : Normal 

DIMM Group #4 Status : Normal 

Memory Retest : 

Extended RAM Step : [DisabLed] 

Online Spare Memory : CDisabLed] 

Determines which type 

of tests wiLL be 
performed on 
extended memory 

(above 1M). 


FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < > Select Menu Enter Select ^ Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示しまず。 

Extended Memory 

— 

お張メモリの容量を表示しまず。 

DIMM Group # 1 -#4 

Normal 

Disabled 

Not Installed 

メモリの現在の状態を表示しまず。 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
まず。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Installed 」 はメモリが取り付けられて 
いないことを示します（表示のみ)。 

巨 ank #1 は DIMM ソケットの # K #2を、 
Bank #2 は3、#4、巨 ank #3 は#己、#6(こ搭載 
されている DIMM のが態を表しま 
す（本装置に搭載される D 1 M M はインター 
リーブタイプのため2枚で1組として構成さ 
れていまず） 

Memory Retest 

Yes 

[ No ] 

メモリのエラー情報をクリアし、次◎起動 
時じずベての DIMM に対してテストを巧いま 
す。このオプションは次回起動後に自動的 
じ 「 No 」 じ切り替わりまず。 

Extended RAM Step 

1 MB 

IK 巨 

Every Location 
[ Disabled ] 

riMBJ は 1 M 単位にメモリテストを行いま 
す。 「1 K 巨」は 1 K 単位にメモリテストを行い 
ます 。 [Every Location 」 はずべてじメモリ 
テストを巧います。メモリテスト中は 
く Spac 於キーのみ有効となりく F 2>、 く F 4>、 

く F12 >、 く Esc > キーは無視されます。 

Online Spare Memory 

岡 sabled ] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有タカ/無交力を 
設をします。本装置では使用しませんので 
「 Disabled 」 にしておいてください。 


[]： 出荷時の設定 
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PCI Confi 旨 uration サブメニユ ー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Ente「> キーを押すとサブメニューが表示 
されまず。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 

Advanced 


PCI 

Configuration 

Item Specific HeLp 

► Embedded SCSI 


Additional setup 

► Embedded NIC(Gbit #1) 


menus to configure 

► Embedded NIC(Gbit #2) 


embedded SCSI 

► Embedded Video Controller 

controL Ler. 

PCI Slot 1Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 2 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 3 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 4 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 5 Option ROM 

[Enabled] 


PCI Slot 6 Option ROM 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * > Select Menu Enter Select k Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1 ^6 Option 

ROM * 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI ボード上のオプシヨン ROM の展開を有 
効じずるか無効じずるかを設ちしまず。 


[]： 出荷時の設定 


W -0 ネットワークプートをさせないし AN ポードのオプション ROM は 「 Disabled 」 
邑3 に設定してください。取り付けたディスクアレイコント□-ラボードに 0 S が 
インストールされている八ードディスクドライブを接攝ずる際にはそのス 
ロットを 「 Enabled 」 に設定してください。 


• Embedded SCSI サブメニュ ー 


項目 

パラメータ 

説明 

SCSI Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上の SCSI コント□ー ラの有タカ/無 
タカを設をします。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の SCSI コント□ーラの巨 IOS の 
展開の有効/無効を設をします。 


[]: 出荷時の設定 
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• Embedded N に (Dual Gbit #1) ヴブメニュー 


項 目 

バ ラメータ 

説明 

LAN Controller 1 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ー ラの有効/無 


[ Enabled ] 

タカを設ちしまず。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□ーラの巨 I 0 S の 


Disabled 

展開の有効/お巧を設ちしまず。 


〔 ]： 出荷時の設定 


♦ Embedded N に (Gbit #2) ヴブメニュー 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 2 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上の LAN コント□ー ラの有タカ/無 
巧を設をしまず。 

Option ROM Scan 

[ Enabled ] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラの巨 I 0 S の 
展開の有効/無効を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


♦ Embedded Video Controller サブメニュー 


項目 

バ ラメータ 

説明 

Onboard VGA Control 

Disabled 

[ Enabled ] 

オンボード上のビデオコント□ー ラの有タカ/ 

お交力を設をします。 


[]： 出荷時の設定 
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Peripheral Confi 呂 uration サブメニユ ー 

Advanced;^ — ューで [Peripheral Configuration」 を選択ずると、 W 下の画面が表示されまず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 



F1 Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■* > Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


"-0 害 IJ り込みべ一刀/〇アドレスび他と重複しないようにミち意してください。設定 
圍3 した値び他の U ソースで使巧されてし巧場合は黄色の「*」び表示されまず。 
黄色の 「* J び表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

Auto 

シリアルポート A の有交力/無効を設をします。 

Serial Port A 

Base I/O address 

[3 F 8] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設をしまず。 

Serial Port A 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設走:し 
ます。 

Serial Port 目 

Disabled 

[ Enabled ] 

Auto 

シリアルポート己の有効/無効を設ちします。 

Serial Port 目 

Base I/O address 

3 F 8 
に F8 ] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート己のためのベース I/O アドレ 
スを設定しまず。 

Serial Port 巳 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート巨のための割り込みを設走し 
ます。 

Parallel port 

Disabled 

[ Enabled ] 

Auto 

パラレルポートの有効/無タカを設ちします。 

Parallel port 

Base I/O address 

[378] 

278 

パラレルポートのためのベース I/O アドレス 
を設走しまず。 

Parallel port 

Interrupt 

IRQ 5 
[IRQ 7] 

パラレルポートのための割り込みを設走し 
ます。 
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項目 

バ ラメータ 

説明 

Parallel port 

Mode 

Output only 
Bi-directional 

EPP 
正 CP] 

パラレルポートの通信モードを設定します。 

Parallel port 

DDMA 1] 

パラレルポートに割り当てる DMA チャネル 

DMA channel 

DMA 3 

を違択します。 

PS/2 Mouse 

Disabled 

Enabled 
[Auto Detect] 

マウスの有効 / 無タカを設ちしまず。 

USB Host Controller 

Disabled 

[Enabled] 

rDisabledJ じずると US 巨デバイスクラス 3 
を受け付けなくなりまず。 

Legacy USB Support 

Disabled 

[Enabled] 

US 巨を正式にサポートしていない 0S でも 

USB キーボードがマウスが使用できるよう 
じずるかどうかを設ちしまず。 
rDisabledJ に設定 : した場合は、 POST 、 
SETUP で USB キーボードは使用できます 
が、 0 S 起動後は 0 S によっては使用できま 
せん。 

Parallel ATA 

Disabled 

Channel 0 

Channel 1 
[Both] 

パラレル ATA の有効 / 無タカを設ちします。 

Serial ATA 

Disabled 

[Enabled] 

シリアル ATA の有効 / おタカを設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control ヴブメニユー 

Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択ずると、以下の画面が表示され 
まず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

Enable Multimedia Timer 

Wake On LAN/PME [Enabled] 

Wake On Ring [Disabled] 

Wake On RTC Alarm [Disabled] 

EnabLe/Disable 

Multimedia Timer 

support. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * '• Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

Enable Multimedia Timer 

[ No ] 

Yes 

マルチメディアに巧応ずるためのタイマー 
の有効/無効を設をしまず。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

[ Enabled ] 

標準装備のネットワークまたはフル八イト 

PCI ライザーカードに接続された PCI デバイ 
ス (PCI Power Management Enabled するイ 
ンベント)によるリモートパワーオン機能の 
有タカ/無巧を設をします。 

机 ake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン磯能の有効/無効を設走しま 
す。 

机 ake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有タカ/無交力 
を設をしまず。 


[]： 出荷時の設定 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニユーが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is : 

Clear 

Item Specific HeLp 


Supervisor Password Is : 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

[Enter] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 

[HffiH] 

setup utiLity. 

Password on boot : 

[Disabled ： 


Fixed disk boot sector : 

[Norma し ] 


Secure Mode Timer 

[Disabled ： 


Hot Key(CTRL+ALT+) 

CL] 


Secure Mode Boot 

[Disabled ： 


Video BLanking 

[Disabled ： 


Floppy Write Protect 

[Disabled ： 


Power Switch Inhibit 

[Disabled ： 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく En1:e「> キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を行います。 


• [User Password 」 は 、 「Administrator PasswordJ を設定してい 
ないと設定でをません。 

• 日 S のインストール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買いホめの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


各項目については次ページの表を参照してください。 


頂目 

バラメータ 

説明 

User Password is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているかど 
うかを示します（表示のみ)。 

Supervisor Password is 

Clear 

Set 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 
るかどうかを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの奠数字 

く Ente にキーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面になります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスじ制限がありま 
す。この設をは、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 で□グ 
インしたときのみ設をできまず。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの奠数字 

< Enter > キーを押すとスーパーパイザのパス 
ワード入力画面になりまず。このパスワー 
ドでずべての SETUP メニューにアクセスで 
きます。この設をは、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor で □ 
グインしたときのみ設走できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの人力を行う/巧わな 
いの設定をしまず。先にスーパパイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーパイザのパスワードが設をされて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断しまず。 

Fixed disk boot sector 

[Normal] 

机 rite Protect 

IDE 八ードディスクドライブに対する書き込 
みを防ぎまず。本装置では IDE 八ードディス 
クドライブをサポートしていません。 

Secure Mode Timer 

[Disabled] 

1 min 

2 min 
己 min 

10 min 

30 min 

1 hr 

2hr 

キーボードやマウスからの入力が途絶えて 
からセキュアモード[こ入るまでの時間を設 
をしまず。 「Disabled」 の時はセキュアモー 
ドじなりません。 

Hot Key(CTRL+ALT+) 

[L] 

Z 

Secure Mode をお動きせるキーを設定しま 
ず。く Ct「l> キーと <AI わキーを押しながら設 
をしたキーを押すと Secure Mode が起動し 
ます。 

Secure Mode Boot 

[Disabled] 

Enabled 

システムの起動時にセキュアモードで起動 
させるかどうかを設定しまず。 

Video Blanking 

[Disabled] 

Enabled 

セキュアモードに入った時にモニクを切る 
かどうか設をできまず。 

Floppy Write Protect 

[Disabled] 

Enabled 

セキュアモードの間、フ□ッピーディスク 
ドライブじセットしたフ□、ソピーディスク 
への書き込みを許巧ずるか禁止ずるかを設 
をしまず。 

Power Switch Inhibit 

[Disabled] 

Enabled 

パワースイッチの機能を有タカにずるかおタカ 
じずるかを設ちしまず。 

Secure Mode Boot 

[Disabled] 

Enabled 

システムの起動時じ Secure M 日 de で起動さ 
せるかどうかを設走します。ユーザーパス 
ワードを設走すると設定できます。 


[]： 化荷時の設定 
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Server 

力ーソルを 「Server」 の位置に移動させると、 Server メニユーが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


SeLects system power 

► Conso し e Redirection 

Assert NMI on PERR : 

[Enabled] 

state after AC power 

Assert NMI on SERR : 

[Enabled] 

Loss. 

Post Error Pause : 

[Enabled] 


AC-LINK : 

[Last State] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Server^ ニューで設定できる項目とその機能を示します。 [System Management」 と 
「Console Redirection」 、 「Event Log Configuration」 は選択後、く Ente「> キーを押してサブ 
メニューを表示させてから設定しまず。 

項目については次の表を参照してください。 


頂 目 

バ ラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定しまず。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設をしまず。但しキーボードが 
接続されていない場合には本設定は無姗こ 
なり、エラーが発生しても POST の終わりで 
いったん停止はしません。 

AC-LINK 

Stays Off 
[Last State ] 

Power On 

AC - リンク機能を設定:しまず。 AC 電源が再 
度供給されたときのシステムの電源の状態 
を設定しまず（次のページの表を参照)。無 
停電電源装置 ( UPS ) を利用し自動運転を行う 
場合は 「 AC - LINK 」 の設定:を 「 Power 加」 
にしてください。 


〔 ]： 出荷時の設定 
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rAC-LINKJ の設定と本装置の AC 電源が OFF になってか 6 再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

sni 申 
巧疋 

Stay Off 

Last State 

Pow 色 r On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も〇けのとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFP 

Off 

Off 

On 


* P 0 附 ER スイッチを4秒 JU 上押し続ける操作でず。強制的に電源を OFF じします。 


お 停電電源装置 (UPS) を利巧し自動運転を行う場合は 「 AC-LINKJ の設定を 
■to 「Power OnJ にしてください。 


System Mana 呂 ement ヴブメニユー 

Server メニューで fSystem ManagementJ を違択し、く Ente 「> キーを押すと、_^下の画面が 
表示されまず（画面はオプションのリモートマネージ六ントカード/アドバンスドリモートマ 
ネージメントカード搭載時）。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version 

1N3x 

Intelligent Platform 
Management Interface - 

Board Part Number : 

111-222222-333 

A delay may be noticed 

Board Serial Number : 

1234567890 

when selecting IPMI, 

System Part Number : 

Cxxxxx-xxx] 

this is do to the 

System Serial Number : 

AAA0000001 

retrieval of sensor 

Chassis Part Number : 

856-123321-001 

data. 

Chassis Serial Number : 

01 


IPMI Specification Version 

2.0 


BMC Device ID 

22 


BMC Device Version 

01 


BMC Firmware Version 

Op.28 


PIA Version 

01.10 


SDR Revision 

00.10 



FI Help I i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■< - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


















188 B の s のセットアップ 


項目については次の表を参照してください。 「 IPMU サブメニュ ー1 こついてはこの後の説明を 
参照して < ださい。 


頂目 

バラメータ 

説明 

BIOS Version 


巨 IOS のパージョンを表示しまず（表示の 
み)。 

Board Part Number 

— 

マザーボードの部品番号を表示しまず。 

Board Serial Number 

— 

マザーボードのシリアル番号を表示します。 

System Part Number 

— 

本体のコードを表示します。 

System Serial Number 

— 

本体のシリアル番号を表示しまず。 

Chassis Part Number 

— 

シャーシの部品番号を表示しまず。 

Chassis Serial Number 

— 

シャーシのシリアル番号を表示します。 

IPMI Specificaiton Version * 

— 

IPMI 仕様のバージョンを表示します（表示 
のみ）。 

BMC Device ID * 

— 

己 MC のデパイス ID を表示しまず（表示の 
み)。 

BMC Device Version * 

— 

己 MC のバージョンを表示しまず（表示の 
み)。 

BMC Firmware Version * 


巨 MC のファームウエアパージョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

PIA Version * 


プラットフォームインフォメーションエリ 
アのバージョンを表示しまず（表示のみ)。 

SDR Revision * 


センサデークレコードのレピジョンを表示 
しまず（表示のみ)。 


* オプションのリ モー トマネージメント カー ド/アドバンスドリ モー トマネージメント カー ド搭載時 
のみ表示 
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Console Redirection サブ メニユ ー 

Server メニューで [Console RedirectionJ を選択し、く Enter > キーを押すと、以下の画面が 
表示されまず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


Console Reairection 

Item Specific Help 

BIOS Redirection Port : 

ACPI Redirection Port : [Disabled] 

Baud Rate [19.2K] 

Flow Control [CTS/RTS] 

Console Type : [PC ANSI] 

Selects the Serial port 

to use for ConsoLe Redi¬ 
rection. 

"Disabled" completely 

disables ConsoLe Redire- 

ction. 


F1 Help t I Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port 巨 

このメニューで設をしたシリアルポートか 
6 DianaScope や八イパーターミナルを使つ 
た管理端末からのダイレクト接続を有効に 
ずるか無効にずるかを設走します。 

ACPI Redirection Port 

[ Disabled ] 

Serial Port A 

Serial Port 巨 

OS 動作中に ACPI コンソールを接続ずるシリ 
アルポートを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2 K ] 

38.4 K 

57.6 K 

115.2 K 

接続する八ードウエアコンソールとのイン 
クフエースに使用するポーレートを設をし 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 

[ CTS / RTS ] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制御のモまを設をします。 

Console Type 

[PC ANSI ] 

VT 100+ 

VT - UTF 8 

八ードウエアコンソールタイプを選択しま 
ず。 


[]： 出荷時の設定 
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Boot 

力ーソルを 「 Boot 」 の位置に移動させると、起動順位を設定する Bo 饥メニューが表示されま 
ず。 Boot メニューのそれぞれの項目を選択後、 < Ente 「> キーを押してサブメニューを表示させ 
てか6設定します。 



Removable Devices サブ メニユ ー 

システムに接続されているリムーバブルデバイスの中から起動させるデバイスを選択します。 
システムは起動時にこのサブメニューで設定したデバイスをサーチし，起動ソフトウエアを見 
つけるとそのソフトウエアで起動します。 


<t >キー/< i >キーでデバイスを逞択します。 


項目 

説明 

システムに接続されている 
デバイスをリストアップし 
まず 

リストか51つを選択します。リストじは、 1.44 M 目タイプか12日 M 目 
タイプのフ□、ソピーディスクドライブが表示されまず。 


Hard Drive サブ メニュ ー 

システムに接続されている八ードディスクドライブの中から起動させるデパイスを選択しま 
ず。システムは起動時にこのサブメニューで設走したデバイスをサーチし、起動ソフトウエア 
を見つけるとそのソフトウエアで起動します。 


<t >キー/< i >キーでデバイスを違択します。 


項目 

項目 

システムに接続されている 
デバイスをリストアップし 
まず 

リストから1つを選択しまず。リストには ATAPI CD - ROM ドライブが 
表示されまず。 
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Exit 

力ーソルを 「 Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニューげ表示されます。 



このメニューの各オプションじついて trR こ説 S 月します。 

Exit Saving Changes 

新たに違択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を選択すると、磕認画面が表示されまず。 
ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CM 日 S メモリ（不揮発性メモリ）内 I こ保ちし 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動しまず。 

Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択しまず。 

ここで、 「 Yes 」 を選択ずると、変更した内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了 
し、自動的にシステムを再起動しまず。 


Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を選択すると、磕認画面が表示されまず。 

ここで、 「 Yes 」 を選択ずると、 S 口 UP のずベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
戻りまず。 「 No 」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 


モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値び異なる場合びありまず。こ 
の項で説明している設定一覧を参照して使用ずる環境に合わせた設定に直ず 
必要がありまず。 
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Discard Changes 

CMOS メモリに値を保をずる前にろ回の変更を U 前の値に戻したい場合は、この項目を 
逞択します 。 Discard Changes を選択するとお認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を逞ぶと新たに逞択した内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保をする時に、この項目を 
逞択します 。 Saving Changes を選がすると、お認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を逞ぶと新たに逞択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保 
存しまず。 
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SCSI BIOS (SCS\Select) 


に CSISefecd ユーティリティはマザーボード上の SCSI コント□-ラに対してを種設定を巧う 
ためのユーティリティで、起動には特殊な起動ディスクなどを使用せずに、 POST の実行中に 
簡単なキー操作から起動することができます。 


"~〇 本装置には、最新のバージョンの SCSISe / ec じ L - ティ U ティびインス I ル 
■to されていまず。このため設定画面が本書で説巧している内容と異なる場合があ 
りまず。本書と異なる設定項目については、オンラインヘルプを参照ずるか、 
な守ヴービス会社に巧い合わせてください。 


SCSISe/ec じ L- テイリテイの用途 

SCSISe / e はユーティリティは、本装置に接続される SCSI 機器のおをま度の設定を斤う場合 
(八ードディスクドライブを除く）に起動し、各種設定をしまず。 


"~〇 SCSI のコンフィグレーションは SCSI コント□-ラ単位に個別にユーティリ 
置3 ティを起動して設定しなければなりません。本装置巧には SCSI コント□-ラ 
び1つ搭載されていまず。 

オプションの SCSI コント□-ラボードを増設した場合は、本装置內鼠の SCSI 
コント□-ラに加え、増設した权数分の SCSI コント□-ラの設定かぶ、要でず。 
また、設定を変更するために使用ずるユーティリティち異なる場合びありま 
ず。 


起動と終了 

SCSISefe なュー ティリティのお動か6終了までの方法を次に示します。オプションボードに 
格納されているユーティリティの起動や操作ちまについては、オプションボードに添付の説巧 
書を参照してください。 


1. 本装置の電源を ON にずる 

POST 実行中の画面の途中で次のメッセージを表示しまず。 

搭載している SCSI コント□-ラの数だけ表示されまず。 


Adaptec SCSI BIOS vX.XX 

Copyright 2004 Adaptec, Inc. ALL Rights Reserved. 

444 Press <CtrL> <A> for S C S I Se L e ct(TM) Utility! ► ► ► 

2. く Ctrl > キーを押しなが ScA > キーを押す。 

SCSISefe なユーティリティが起動し、 「 Main 」 ^ニューを表示しまず。 
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3. 力ーソルを使って rBus : Device 」 ボックス内のチャネルを選択して < Enter >+— 
を巧す。 





AIC -7902 A at Slot 

00 

02:03:00 

AIC - 7902 B at Slot 

00 

02:03:01 


マザーボードの SCSI コント□ー ラにはチャネルが2つありまず。 

チャネル A (02:03:00) は Ult 「 a 320 SCSI コネクタ（八ードディスクドライブ用）を、 
チャネル己 (02:03:01) は Ult 「 a 320 SCSI コネクタ巧.25インチデバイスまたはか部 
SCSI ( Wide ) コネクタ用）を表示しまず。 


選択すると、 「 Options 」 メニューを表示します。 

4. オプシヨンのメニューを選択して < Enter > キーを巧ず。 



アダプタ（還択したチャネル）やチャネルに接続されている SCSI デバイスに対して 
設定したいときは、 「 Configure/View SCSI Controller Settings 」 を違択します。 
選択したチャネルに接続された八ードディスクドライブのフォーマットやベリファ 
イ、およびチャネルに接続されたデパイスの SCSI ID などを巧りたいときは 、 「SCSI 
Disk UtilitesJ を逞択します。 

詳しい内容については t (降の説明を参照してください。 

SCSISe / ec 健終了するには、終了メ、ソセージが表示されるまで < Esc > キーを押してください 
(設定を変更している場合は> その前に変更内容の保ちを確認するメッセージが表示されます。 
保ちする ( Yes ) か、破棄する ( No ) を違択してください)。 











ノ、ート•ウェア漏19已 


7 

Enabled 

Enabled 


Configuration 

SCSI Bus Inter 千 ace Definitions 

SCSI ControlLer ID . 

SCSI ControlLer Parity . 

SCSI ControlLer Termination ■■■ 

Additional Opt ions 

Boot Device Con t iguration . 

SCSI Device Configuration . 

Advanced Con t iguration . 

Host RAID . 

<F6> - Reset to SCSI ControlLer 


Conf 吃 ure/View SCSI Controller Settings 

設定するチヤネルを違が後に表示される 「 Options 」 メニユーで rConfigure/View Host 
Adapter Settings 」 を選択すると画面が表示されます。 


次にメニューとパラメータを説 B 月します。ここでの説明を参照して最適な状態に設定してくだ 
さい。 


SCSI Bus Interrace Definitions 


キーボードの力ーソル (< i >キー/< t >キー）を使って項目を逞択します。それぞれの機能と 
パラメータは次の表のとおりでず。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

SCSI Controller ID 

0-[7]-15 

「7」に設定してください。 

SCSI Controller Parity 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 に設走:してください。 

SCSI Controller 

[ Enabled ] 

終端抵巧の有効/無タカを設をします。 

Termination 

Disabled 

「 Enabled 」 [こ設定してください。 


[]： 化荷時の設を 


Additional Options 

キーボードの力ーソル (< i >キー/< t >キー ） を使って項目を還択します。 


Boot Dev に e Configurations 

[Boot Device Configurations 」 に力ーソルを合わせて < Enter > キーを押すと次のような表示 
に変わります。 




00 


03 


S e L e 


00 


Boot Device Configuration 


troLLer .AIC-7902 A at s I o 

'ipheraL from which to boot. 
.oLLer .....AIC-7902 A at sLo 


BIOS Information 


Interrupt(IRQ) Channel.10 

I/O Port Addresses. 2400 h, 200 Oh 
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SCSI Device Configuration 

に CSI Device Configuration 」 に力ーソルを合わせて < Ente 「> キーを押ずと次のような表示に 
変わります。 


1. SCSI 

Device 

Configuration = 





SCSI Device ID 

片 Q 

#1 

#2 

#3 

#4 

U5 

冉 6 

持 7 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) 

.320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Packetized. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

QAS... 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Initiate Wide Negotiation.. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

..... Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command.... 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

BIOS MuLtipLe LUN Support.. 

.No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

IncLude in BIOS Scan. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

SCSI Device ID 

#8 

#9 

#10 

#11 

冉 12 

#13 

#14 

#15 

Sync Transfer Rate (MB/Sec) 

.320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

320 

Packetized. 

..... Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

QAS. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Initiate Wide Negotiation.. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Enable Disconnection. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Send Start Unit Command.... 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

BIOS MuLtipLe LUN Support.. 

.No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

No 

IncLude in BIOS Scan. 

.Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 

Yes 


設定は各 SCSI ID ごとに行えまず。夕ーゲットとなる装置の SCSI ID を確認し 
Bra てか6設定を変更してください。 



追加したオプションの SCSI ID がわからない場合は Options 」 メニューで 
「SCSI Disk U 川 ities 」 を選がしてくださし、。しばらくすると 、 SCSI ID とがあす 
るデバイスの画面が表示されます。詳しくはこの後の 「SCSI DiskU 川 ities 」 を 
参照してください。 


メニュー内の機能とパラメータは次ページの表のとおりです。 
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項目 

パラメータ 

機能/設定 

Sync Transfer Rate 

[320] 

33.3 

通常は「320」じ設定してください。この値 

( MB / Sec ) 

160 

20.0 

は接続するオプションじよって変更が必要 


80.0 

10.0 

な場合がありまず。詳しくはオプションじ 


66.6 

40.0 

ASYN 

添付の説明書を参照してください。 

Packetized 

[ Yes ] 

No 


パケット化したデー女転送（デュアルトラ 
ンジション ( DT )) 機能を使用し、パスの穗 
働率を最適化ずるかどうかを選択します。 

QAS 

[ Yes ] 

No 


SCSI パスの穗働率を向上する Quick Arbitra ¬ 
tion and Selection ( QAS ) 機能を使用するか 
どうかを選択しまず。 

Initiate Wide Negotiation 

[ Yes ] 

No 


接続した SCSI 機器が邮 ide SCSI じ巧応して 
いるときは rvesj に設定してください。巧 
応していないときは， 「 No 」 じ設をしてくた‘ 
さい。 

Enable Disconnection 

[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 じ設をしてください。 

Send Start Unit Command 

[ Yes ] 

No 


八ードディスクドライブに対して使用ずる 
場合は 「 Yes 」 じ設定してください。それ W 
外の場合は、「 N 0」に設定してください。 

BIOS Multiple LUN Support 

Yes 

[ No ] 


「 N 0」に設定してください。 

Include in BIOS Scan 

[ Yes ] 

No 


「 Yes 」 じ設をしてください。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced Configuration 

「Advanced Configuration 」 に力ーソルを合わせてく Ente 「> 丰一を押すと次のような表示に変 
わります。 



メニュー 巧の機能と パラメータは 次の表のとおりです。 


項目 

パラメータ 

機能/設定 

Reset SCSI 己 us at に 
Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 じ設定:してください。 

Display < Ctrl >< A > 

Message During BIOS 
Initialization 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 じ設定:してください。 

Extended Int 13 Transfer 
for DOS Drivers > 1 GByte 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 じ設定:してください。 

Post Display Mode 

[ Verbose ] 

Silent 

Diagnostic 

特に必要がない限り変更しないでください。 

SCSI Conrtoller Int 13 
Support 

[ Enabled ] 

Disabled ： NOT Scan 
Disabled ： scan bus 

SCSI 巨 IOS の有効/無効を設定します。次の 
場合を除いて 「 Enabled 」 [こ設定してくださ 
い。 

• SCSI コント□ーラ配下に接続された 
八ードディスクドライブ W 外のコント 
□ーラ配下に接続した八ードディスク 
ドライブから 0 S を起動ずる場合（八一 
ドディスクドライブが接統されていな 
い塌合は問題ありません)。 

• 拡張 ROM 空間の領域を磕保する目的で 
J \- ドディスクドライブが接続されて 
いない SCSI コント□ーラの巨 10 S を 
「 Disabled 」 にずることができる。 

Domain Validation 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 じ設定してください。 

Support Removable Disks 
under Int 13 as Fixed Disks 

Boot Only 

All Disks 
脚 sabled ] 

リムーバブルメディアがコント□ールする 
オプシヨンは A に- 79 XX 己 IOS によりサポー 
卜しまず。 

BIOS Support for 

Bootable CD-ROM 

[ Enabled ] 

Disabled 

「 Enabled 」 じ設定:してください。 


[]： 出荷時の設走 
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SCSI Disk Utilities 

SCSI Disk U 村 ities は選択したチャネルに接続されたデバイスをスキャンし、それぞれのデバ 
イスの情報を表示します。デバイスが八ードディスクドライブの場合は、ディスクの□ーレべ 
ルフォーマツトやベリファイを実行することもできます。 

設定ずるチャネルを選択後に表示される 「 Options 」 メニユーで 「SCSI Disk Utilities 」 を違択 
すると次のような SCSI ID をスキャンする画面が表示されます。 


AIC-7902 A at slot ??' 02:03: 
canning SCSI ID: 4 : LUN Numbei 


スキャン後、次のような SCSI ID と対応するデバイスの画面が表示されます。 


I— Select SCSI Disk and press <Enier> - 1 


SCSI 

ID 

が 0 

No 

device 

SCSI 

ID 

が 1 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

片 2 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

片ろ 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

#4 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

好 5 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

好 6 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

好 7 

Adaptec 

AIC - 7902 

SCSI 

ID 

片 8 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

片 9 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

好 10 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

好 11 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

#12 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

好 13 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

が 14 

No 

devi 

c e 

SCSI 

ID 

が 15 

No 

devi 

c e 


この画面でデバイスを選択して < Ente 「> キーを押すとデバイスの詳細が表示されます。 

還択したデバイスが八ードディスクドライブの場合は、次のサブメニューを実行することがで 
きまず。 

• Format Disk ： 選択したデパイスを□-レベルでフォーマットします。 

• Verify Disk Media ： 選択したデバイスのすべてのセクタを比較（ベリファイ）し、 

不良なセクタがあればアサインし直します。 


HostRAID 

HostRAID はディスクアレイ機能を構築するためのユーティリティです。詳細はオンラインド 
キュメントの 「 HostRAID ™ SCSISe おな Utility 操作説 B 月書」を参照してください。 
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ディスクアレイ BIOS ■ディスクアレイ BIOS ユーティリティ- 


ディスクアレイ B の S ユーテイリテイは、オプションのディスクアレイコント□-ラボードの 
設定を切り替えるためのユーティリティです。 

ディスクアレイコント□-ラのタイプによつて己 I 0 S の起動ち法やメニューの内容が異なりま 
ず。詳しくは、購入されたディスクアレイコント□ーラボードに添付の説明書と併せて参照し 
てください。 

本装置を購人時に、ディスクアレイコント□ーラを搭載した状態をオーダーされた場合は、本 
装置の添が品としてディスクアレイコント□—ラの説明書も添付されています。 
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■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しな < なったときや BIOS で設定した内容を化荷時の設定に戻すときに参照して 
ください。 


IJ セツ 


2とおりの方法があります。 


• ソフトリセット 

0 S が起動する前に動作しなくなったときは、 < Ct 「 l > キーと < Alt > キーを押しながら、 
< Delete > キーを押してください。リセ、ソトを実行します。 


リセットは、本装置の DIMM 巧のメモリや処理中のデータをずべてク U アして 
■to しまいまず。 A ングアップしたときな列で U セットを行うときは、本装置びな 
にを処理していないことを確認してください。 


• A - ドリセット 

本装置前面にある RESET スイッチを押 
してください。本装置がリセ、ソトされ 
まず。 



巧制電源 OFF 


os から本装置をシャットダウンできなく 
なったときや、 POWER スイ、ソチを押しても 
電源を OFF にできなくなったときセット 
が機能しないときなどに使用します。 

本装置の POWER スイッチを4秒ほど押し続 
けてください。電源が強制的に OFF になりま 
す。（電源を再び ON にするときは、電源 OFF 
か6が)10秒ほど待ってか6電源を0 N にし 
てください。） 



，■〇 リモートパワーオン機能を植巧してし、る場合は、一度、電源を ON にし直して、 
邑3 0 S を起動させ、正常な方まで電源を OF 円こしてください。 





















202 リセットとクリア 


パスワードクリア ( J 4) 


B ストラップあ y 
で保譲 

S ス トラップなし 
でクリ : P 


ストラップ 


© 


口 


1:1:罔呵 

V- 


□ 


量 




〇 〇 


化荷時の設定から変更しないでください 


CMOS メモリの 
クリア （ JBAT ) 
上側2ピンで保護 
下側2ピンでクリア 


CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第兰者か 
ら保護するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方法でパスワードをクリアず 
ることができます。 

また、 CMOS モリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で巧いまず。 




CMOS メモリの內容をクリアずると SETUP の設定巧容がずベて出荷時 
の設定に戻りまず。 

CMOS をクリアした後は、 SETUP を起動し、必ず 「Load Setup 
Defaults ] でデフオルト値を□—ドした後 、 「Memory RetestJ と 
「Processor RetestJ を実行してください。操作については 「BIOS 
のセットアップ」を参照してください。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーションジャンパスイツ 
チを操作して巧います。ジャンパスイ、ソチは下圏の位置にあります。 


その他のジャン/む D 設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
因となりまず。 
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それぞれの内容をクリアするち法を次じ示します。 


警告 


(DO 

AA 


装置を安全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が死じす 
る、または重傷を賃うおそれびありまず。詳しくは、 iii ぺージな降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• U チウムバッテリを取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り巧わない 


A ミち意 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損喜を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

AQ 

A 瓜 

• 吕人け下で持ち上げない 
• 中を半端に取り付けない 
• カバーを外したまま取り付けない 
• 指を巧まない 

♦ 戶旧:モ音 

♦ ラックが不を定な状態でデバイスをラックか6引き出さない（ラックマウント 
モデルの場合） 

♦ 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない（ラックマウントモデ 
ルの場合） 


1. 116ページを参照して準備をする。 

2. サイドカ J く一を取り外す （ 117ページ参照)。 

3. ク U アしたい機能のジャンノ くスイッチの位置を確認ずる。 

4. ジャンバスイッチの設定を変更する。 

前ページの図を参照してください。 

ク U ップをなくさないようミ主意して<ださい。 

已.已砂ほど待って元の位置に戻ず。 

6. 取り外した部品を元に組み立てる。 

7. 電源コードを接続して本体の電源を ON にする。 

8. < F 2> キーを巧して BIOS SETUP ユーティリティを起動し、 Exit メニューか5 
「Load Setup Defaults 」 を実行ずる。 

9. 本装置を元どおりに組み立てて POWER スイッチを押ず。 

















204 割り込みラインとン〇ポートアドレス 


割り込みラインと I / O ポートアドレス 

割り込みラインや I / O ポートアドレスは、出荷時に次のように割り当て6れていまず。オプシヨ 
ンを増設するときなどに参考にしてください。 

• 割り&みライン 

出荷時では、次のようじ割り当て6れています。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

9 

— 

1 

キーボード 

10 

PC 1 

2 

- 

11 

PCI 

3 

COM 2 シリアルポート 

12 

マウス 

4 

C 0 M 1 シリアルポート 

13 

撒値演算プ□セ、ソサ 

5 

PCI 

14 

プライマリ IDE 

6 

フ□ッピーディスク 

15 

セカンダリ IDE 

7 

パラレル 

16 

USB 

8 

リアルクイムク□ック 

- 

— 


• I/O ポートアドレス 

本装置では、ン〇ポートアドレスを次のように割り当てています。 


アドレス^ 

使用チップ’2 

00 -1 F 

DMA コント□-ラ 

20 - 2 D 

割り込みコント□ーラ 

2 E -2 F 

スー パー I/O コン フイグレーシヨ ン 

30-31 

割り込みコント□ーラ 

34-35 

割り込みコント□ーラ 

38-39 

割り込みコント□ーラ 

3 C - 3 D 

割り込みコント□ーラ 

40-43 

クイマ/コント□-ラ 

4 E -4 F 

スー パー I/O コン フイグレーシヨ ン 

50-53 

クイマ/カウンタ 

60 

キーボー ド/マウス 

61 

NMI 

62 

LPC リザーブ 

63 

NMI 

64 

キーボー ド/マウス 

70-77 

NMI / リアルクイムク□ック 

80-91 

DMA コント□-ラ 

92 

ポー ト92 

93-97 

DMA 

A 0 - A 1 

割り込みコント□ーラ 






































ハードウエア編 20己 


アドレス -1 

使巧チップで 

A 4- A 5 

割り込みコント□ーラ 

A 8- A 9 

割り込みコント□ーラ 

AC - AD 

割り込みコント□ーラ 

巨 0- 巨1 

割り込みコント□ーラ 

巨2-巨3 

アドバンスドパワーマネージメント 

巨4-巨5 

割り込みコント□ーラ 

巨8-巨9 

割り込みコント□ーラ 

己 C - 巨 D 

割り込みコント□ーラ 

C 0- D 1 

DMA コント□-ラ 

D 2 - DF 

DMA コント□-ラ 

F 0 

コプ□セッサエラー 

F 1 - FF 

論理デバイスコンフィグレーシヨン 

170 -177 

IDE セカンダリバスコント□ーラ 

1 F 0 - 1 F 7 

IDE プライマリバスコント□-ラ 

2 F 8 - 2 FF 

シリアルポート2 

376 

IDE セカンダリバスコント□ーラ 

370 - 377 

(フ□ッピーディスクドライブの 、 IDE 2 

378 -37 F 

パラレルポート 

3 F 0 -3 F 5 

フ□ッピーディスクドライブ1 

3 F 6 

IDE プライマリバスコント□-ラ 

4 D 00 -4 D 1 

割り込みコント□ーラ 

678 -67 D 

パラレルポート 

CA 2- CA 3 

BMC SMS インクフェース 

CA 4- CA 己 

BMC SMS インクフェース 

CF 8- CF 巨 

PCI コンフィグレーシヨンアドレス/リセットコント□-ル （ CF 9) 

CFC - CFF 

PCI コンフィグレーシヨンデータ 


-1 16進数で表記していまず。 

*2 PCI デバイスの I / O ポートアドレスは PCI デパイスの種類や数によってイ壬意に設定されま 


す。 
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